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第 1 章： パッケージ コンテンツ 
 

CA Business Service Insight をインストールする前に、このテーブルに示され

る必要なすべてのフォルダがあることを確認します。 

フォルダ名 説明 

サーバ サーバ インストール フォルダ。 

クライアント  クライアント インストール フォルダ。 

前提条件 インストールまたは CA Business Service Insight へのアッ

プグレードの前に必要とされるファイルが含まれる

フォルダ。 

セットアップ データベース CA Business Service Insight データベース インスタンスの

インストールまたはアップグレードに使用されるファ

イル、およびその他のデータベース ツールが含まれる

フォルダ。 セットアップ フォルダを参照してください。 

サイレント サイレント インストール応答ファイルの例が含まれる

フォルダ。 

 





 

第 2 章： CA Business Service Insight インストールの前提条件  11  
 

第 2 章： CA Business Service Insight インス

トールの前提条件 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

ハードウェア前提条件 (P. 11) 

サーバ ソフトウェアの前提条件 (P. 12) 
 

ハードウェア前提条件 

以下の表に、CA Business Service Insight サーバおよび必要なネットワーク接

続性での最小および推奨ハードウェア要件を示します。 

  

コンポーネント 最小値 推奨 

プロセッサ デュアル 2.4GHz インテル コア

または同等のプロセッサ 

クアッド 2.4GHz インテル コア

または同等のプロセッサ 

メモリ 4GB RAM 8GB RAM 

ネットワーク 100Mbps Fast Ethernet 接続 1Gbps Fast Ethernet 

以下の表は、CA Business Service Insight サーバの最小および推奨ストレージ

要件を示しています。 

  

コンポーネント 最小値 推奨値 

データベース サーバ 40GB 120GB* 

アプリケーション サーバ 18GB 40GB* 

Web サーバ 18GB 40GB* 

注： 

■ RAID 5 コントローラ、または同等の高可用性/高スループット ディスク

構成をお勧めします。 

■ データベース容量は、メトリック数、Raw データのボリューム、履歴

データの保存期間など、複数のパラメータによって異なります。 
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サーバ ソフトウェアの前提条件 

以下のセクションでは、データベース、アプリケーション、Web サーバの

ソフトウェア前提条件について説明します。 アプリケーション サーバと 

Web サーバには特定の Windows 役割が必要です。 すべてのサーバがすべ

ての前提条件に適合していることを確認します。 

CA Business Service Insight では、すべてのサービスおよびエンティティに対

して以下のプロパティが設定された専用アカウントが必要です。 

■ アカウントはドメイン アカウントです。 

■ アカウントはローカル管理者グループのメンバです。 

注： アカウントにドメイン管理者権限は必要ありません。 

■ すべての CA Business Service Insight サーバに対して同じアカウントを

使用します。 

■ ユーザ名およびパスワードを記録します。 
 

データベース サーバの前提条件 

インストール前に、データベース サーバに関して以下の前提条件を確認

します。 

重要：  CA Business Service Insight は統合データベースをサポートしません。 

統合データベースは将来的にアップグレードが必要になり、一部の機能で

障害が発生します。 

CA Business Service Insight は、以下の Oracle データベース バージョンの 

Standard および Enterprise エディションでのインストールをサポートしま

す。 

■ 11.2.0.4 

■ 11.2.0.3 

注： CA Business Service Insight が Oracle DB 11.2.0.3 をサポートするのは、

Oracle クライアントのバージョンが 11.2.0.4 の場合のみです。 
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データベース インストール スクリプトは、以下のプラットフォームでテ

ストされました。 

■ Microsoft Windows 2003（32 ビットおよび 64 ビット）。 

■ Microsoft Windows 2008（32 ビットおよび 64 ビット）。  

■ Microsoft Windows 2008 R2 Enterprise エディション SP1（64 ビット）。  

■ Unix-Sun Solaris 10.5。 

■ Linux 
 

重要：  単一層インストールの場合は、データベース サーバおよび Oracle 

データベースの 32 ビット バージョンを使用します。 
 

■ CA Business Service Insight をインストールする前に、Oracle サーバ、

Oracle クライアント、およびデータベース接続設定コンポーネントが

正しくインストールおよび設定されていることを確認します。 次に、

OLEDB を使用してデータベースへの接続を確立し、インスタンスを認

識するようにリスナが設定されていることを確認します。 

■ TNSnames.ora はすべての CA Business Service Insight サーバに存在

する必要があります。 

■ Listener.ora は CA Business Service Insight DB サーバに存在する必要

があります。 
 

■ 新しいデータベースについては、AL32UTF8 または WE8MSWIN1252 を

選択できます。  

注： AL32UTF8 文字セットを選択すると、西ヨーロッパ以外の文字を格

納できるようになりますが、より多くのスペースが必要になります。 
 

■ Oracle バージョン 11 の場合は、_optimizer_group_by_placement パラ

メータが FALSE であることを確認します。 

注： 以下のコマンドには SYS ユーザ権限が必要です。 

■ 現在の値を取得するには、以下のクエリを実行します。 

SELECT a.ksppinm Param , c.ksppstvl InstanceVal 

FROM x$ksppi a , x$ksppsv c 

WHERE a.ksppinm = '_optimizer_group_by_placement' 

AND a.indx = c.indx 

■ パラメータを false に設定するには、以下のコマンドを実行します。 

alter system set "_optimizer_group_by_placement" = FALSE 
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RAC データベースへのインストール 

CA Business Service Insight と RAC の間には互換性があります。ただし、イ

ンストールの一部として RAC は作成されません。 RAC を使用するには、以

下のいずれかのオプションを選択します。 

■ CA の InstallDB スクリプトを使用して、製品をインストールします。 

RAC をサポートするようにインスタンスを再設定し、別のインスタン

スを追加して RAC データベースを作成します。 

■ 独自の RAC を作成し、インスタンスを作成せずに CA のスクリプトを

実行します。 CA のスクリプトは CA Business Service Insight 関連のアク

ションのみを実行します。 

Oracle がサポートされるプラットフォームの詳細については、Oracle のド

キュメントを参照してください。 
 

アプリケーション サーバの前提条件 

インストール前に、アプリケーション サーバに関して以下の前提条件を

確認します。 

オペレーティング システム 

以下の表は、サポートされているオペレーティング システムおよび関連

する要件の一覧を示しています。 

 

OS バージョン パッチ レベル ビット数 

Windows Server 2003 Standard または Enterprise 

エディション 

SP2 32 ビット 

Windows Server 2008 Standard または Enterprise 

エディション 

SP2 32 ビットまたは 64 ビッ

ト 

Windows Server 2008 R2 Enterprise エディショ

ン 

SP1 64 ビット 

Windows Server 2012  64 ビット 
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注： Windows 2008 および Windows 2012 プラットフォームでは、役割およ

び機能の設定が必要です。 詳細については、「必要な Windows の役割と

機能 (P. 18)」を参照してください。 

■ ASP.NET をインストールする必要があります。 

注： CA Business Service Insight は .Net Framework 4.5 をサポートしませ

ん。 Windows 2012 の場合、.Net 4.5 がデフォルトです。 .Net Framework 

を 4.5.1 または 4.5.2 に更新します。 
 

■ CA Business Service Insight をインストールする前に、Microsoft Message 

Queuing（MSMQ）をインストールし、設定します。 

MSMQ は以下のポートを使用します。 

■ TCP： 1801  

■ RPC： 135、2101/2112、2103/2114、2105/2116  

■ UDP： 3527、1801 
 

■ JDK 1.7.0.25 環境（32 ビット）は自動的にインストールされています。 
 

■ （オプション） ACE2 を使用するシステムの場合は、CA Business Service 

Insight はアプリケーション サーバとして JBoss を使用します。 次の 

ACE2 ポートが、JBoss が実行されるサーバに対応できることを確認し

ます： 4073、1298、1299、8283、4744、4645、3728、19201、1361、

1363、8293、8280、1300、5546、4657。 
 

■ （オプション） RawDataTools には Microsoft Visual C + + 2010 ランタイ

ム ライブラリ（x86）が必要です。 このコンポーネントは Microsoft か

らダウンロードします。 
 

多層インストールの場合 

■ すべてのアプリケーション サーバおよび Web サーバが同じ Windows 

ドメインに存在する必要があります。 

■ MSMQ を Active Directory Integration モード（ドメイン モードとも呼ば

れる）でインストールします。 

■ アプリケーションと Web サーバを時間同期します。 
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必要な Windows の役割と機能 

Application Server Windows 役割がアプリケーション サーバで必要です。 

以下の Windows 機能がアプリケーション サーバの役割 Application Server 

で必要です。 

■ Application Server Foundation （Windows 2008 SP2 でのみ） 

■ .NET Framework 3.5.1 （Windows 2008 R2 でのみ） 
 

■ Windows プロセス有効化サービス サポート 

■ Message Queuing 有効化 

■ HTTP 有効化 
 

■ 分散トランザクション 

■ WS-Atomic トランザクション 

多層インストールの場合は、MSMQ および MSMQ のすべてのサブコン

ポーネントをプライマリ アプリケーション サーバにインストールします。 

この設定では MSMQ を AD またはドメイン モードでインストールします。 

このプロセスはドメイン権限を必要とする場合があります。 

注： Web サーバ（IIS）サポート機能を選択しない場合、インストール中に

警告画面が表示されます。 警告を無視し、インストールを続行します。 
 

Web サーバの前提条件 

インストール前に Web サーバに関して以下の前提条件を確認します。 

オペレーティング システム 

以下の表は、サポートされているオペレーティング システムおよび関連

する要件の一覧を示しています。 

 

OS バージョン パッチ レ

ベル 

ビット数 Web サーバ 追加設定 

Windows Server 2003 

Standard および 

Enterprise エディショ

ン 

SP2 32 ビット IIS 6.0 IIS（Web サーバ） 
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Windows Server 2008 

Standard および 

Enterprise エディショ

ン 

SP2 32 ビットまたは 

64 ビット 

IIS 7.0 または 7.5 IIS 6 互換モードを備え

た IIS（Web サーバ） 

Windows Server 2008 

Server R2 Enterprise エ

ディション 

SP2 64 ビット IIS 7.0 または 7.5 IIS 6 互換モードを備え

た IIS（Web サーバ） 

Windows Server 2012  64 ビット IIS 8.0 IIS 6 互換モードを備え

た IIS（Web サーバ） 

注： Windows 2008 および Windows 2012 プラットフォームでは、役割およ

び機能の設定が必要です。 詳細については、「必要な Windows の役割と

機能 (P. 18)」を参照してください。 

■ Microsoft Windows 2008 Server R2 では、Active Server Pages 拡張を Web 

サーバ上で［許可］に設定する必要があります。 

■ この製品は IP バージョン 6.0 トレラントです。 
 

■ ASP.NET をインストールする必要があります。 

注： CA Business Service Insight は .Net Framework 4.5 をサポートしませ

ん。 Windows 2012 の場合、.Net 4.5 がデフォルトです。 .Net Framework 

を 4.5.1 または 4.5.2 に更新します。 
 

■ CA Business Service Insight をインストールする前に、Microsoft Message 

Queuing（MSMQ）をインストールし、設定します。 

MSMQ は以下のポートを使用します。 

■ TCP： 1801 

■ RPC： 135、2101/2112、2103/2114、2105/2116 

■ UDP： 3527、1801 
 

■ JDK 1.7.0.25 環境（32 ビット）は自動的にインストールされています。 
 

■ JBoss 7 は自動的にインストールされ、以下のコンポーネントが含まれ

ます。 

■ JBoss Messaging 1.4.5 

■ JBoss Remoting 2.2.3 SP1 
 

注： コンテンツ転送では JBoss アプリケーション サーバ上の以下の

ポートが使用されます： 1198、1199、1200、1201、1261、1262、3628、

3973、4544、4545、4548、5546、4557、8180、8183、8193、19101。 
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■ ODAC 11.2 リリース 4 32 ビット（ODAC112040Xcopy_32bit）をインス

トールします。 

ODAC をインストールするには、以下のコマンドを使用します。 

Install.bat all c:¥unique_installation_path¥odac myhome true 
 

多層インストールの場合 

■ アプリケーションと Web サーバが別のマシンである場合、各サーバが

同じ Windows ドメインに存在する必要があります。 

■ MSMQ を Active Directory Integration モード（ドメイン モードとも呼ば

れる）でインストールします。 

■ アプリケーションと Web サーバの時間を同期します。 
 

必要な Windows の役割と機能 

以下の Windows 役割が Web サーバで必要です。 

■ アプリケーション サーバ 

■ Web サーバ（IIS） 
 

以下の Windows 機能が Web サーバの役割 Application Server で必要です。 

■ Web サーバ（IIS）サポート 

■ COM+ ネットワーク アクセス 
 

■ Windows プロセス有効化サービス サポート 

■ Message Queuing 有効化 

■ HTTP 有効化 
 

■ 分散トランザクション 

■ WS-Atomic トランザクション 
 

多層インストールの場合は、MSMQ および MSMQ のすべてのサブコン

ポーネントをプライマリ アプリケーション サーバにインストールします。 

この設定では MSMQ を AD またはドメイン モードでインストールします。 

このプロセスはドメイン権限を必要とする場合があります。 
 

以下の Windows 機能が Web サーバの Web サーバ（IIS）役割で必要です。 

■ 「HTTP 共通機能」グループのすべてのサービス 

■ 「アプリケーション開発」グループのすべてのサービス 
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■ 健常性と診断 

■ HTTP ロギング機能 

■ ロギング ツール 

■ 要求監視 

■ トレース 
 

■ セキュリティ 

■ ダイジェスト認証 

■ クライアント証明書マッピング認証 

■ IIS クライアント証明書マッピング認証 

■ URL 認可 

■ 要求のフィルタリング 

■ IP およびドメインの制限 
 

■ Performance グループのすべてのサービス 

■ 管理ツール グループのすべてのサービス 
 

Windows 2012 には、以下の追加機能が必要です。 

■ ASP.NET 4.5 

■ WCF サービス 
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Oracle 設定 

1 層インストールの場合 

■ CA Business Service Insight をインストールする前に、Oracle サーバと

データベース接続設定コンポーネント（TNSnames.ora や listener.ora な

ど）をインストールし、設定します。 次に、OLEDB を使用してデータ

ベースへの接続を確立し、作成するインスタンスを認識するようにリ

スナが設定されていることを確認します。 

■ TNSnames.ora と Listener.ora がデータベース サーバに存在する必

要があります。 

■ Windows 32 ビット システムでは、TNS_ADMIN キーが以下のレジス

トリ パスに存在する必要があります。 

HKLM¥SOFTWARE¥ 

■ Windows 64 ビット システムでは、以下のパスを使用します。 

HKLM¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥ 
 

専用データベース サーバのある環境の場合 

■ CA Business Service Insight をインストールする前に、Oracle Client と 

Oracle OLEDB ドライバをインストールします。 

■ Oracle クライアントは 32 ビットにする必要があります。 
 

■ Oracle クライアントとデータベース接続設定コンポーネントを設定し、

OLEDB を使用してデータベースへの接続を確立します。 

■ TNSnames.ora がすべてのサーバに存在し、そのファイルに BSI デー

タベースの TNSname が定義されている必要があります。 

■ Listener.ora がデータベース サーバに存在する必要があります。 

■ Windows 32 ビット システムの場合、TNS_ADMIN キーがレジストリ 

パス HKLM¥SOFTWARE¥ にある必要があります。 

Windows 64 ビット システムの場合、このパスは 

HKLM¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥ です。 
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■ Oracle OLEDB Provider が アプリケーション サーバにインストールされ

ている必要があります。 バージョンは、Oracle データベース ソフト

ウェアのバージョンと同じかそれ以降である必要があります。 

■ 既存の Oracle クライアントに Oracle OLEDB Provider を追加する場

合、既存の Oracle ホームにインストールします。 Oracle OLEDB 

Provider のインストールに関するサポートは、CA Technologies サ

ポート チームにお問い合わせください。 

■ CA Business Service Insight アプリケーション サーバ NLS_LANG 設定

はデータベース NLS_LANG 設定と同一である必要があります。 
 

■ CA Business Service Insight は以下の Oracle 11 の Standard または 

Enterprise エディション バージョン 11.2.0.3 をサポートします。 
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第 3 章： CA Business Service Insight をインス

トールする方法 
 

システム管理者には、CA Business Service Insight を展開する責任があります。 

CA Business Service Insight を多層または単一層環境に展開できます。 

このシナリオを使用し、プロセスについて段階的に説明します。 
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1. 前提条件の確認 (P. 24) 

2. （オプション）データベースの手動作成 (P. 25) 

3. 地域別設定の設定 (P. 27) 

4. サーバのインストール (P. 27) 

5. 多層展開の設定 (P. 35) 

6. アダプタ リスナのインストール (P. 37) 

7. インストールの完了 (P. 37) 
 

前提条件の確認 

正常にインストールするためには、関連する前提条件を確認します。 前

提条件に関する完全な情報については、「CA Business Service Insight インス

トールの前提条件 (P. 11)」を参照してください。 
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データベースの手動作成 

Windows 以外のサーバで CA Business Service Insight データベースをセット

アップするには、手動でデータベースを作成します。 

CA のデフォルト設定を使用しない場合は、CA Technologies のデータベー

ス オブジェクト用の命名規則ポリシー (P. 113)を印刷します。 ユーザの

データベース命名規則が CA Technologies のポリシーと異なる場合、インス

トールの前にフォームに記入して CA サポートにお問い合わせください。 

次の手順に従ってください： 

1. インストール CD の Server¥program files¥CA¥Cloud 

Insight¥Setup¥InstallDB にあるインストール ファイルを見つけて、この

ファイルを %OBLICORE_ROOT%¥Setup¥InstallDB にコピーします。 

■ （Windows） Main.bat 

■ （UNIX） Main.sh 

2. %OBLICORE_ROOT%¥Setup¥InstallDB にある start_parameter.ini 内のパラ

メータを更新します。 

OBLICORE_ROOT 

セットアップによってデータベース名でフォルダが作成される

データベースの場所を指定します。 

重要：  データベース作成スクリプトを実行する前に、ルート フォ

ルダを作成します。 
 

DB_NAME 

データベース インスタンスの名前を指定します。 

制限： 1 ～ 8 文字 
 

ORACLE_HOME 

Oracle ホームの場所を指定します。 

注： サーバに複数のホームがある場合は、クライアント インス

トールではなく Oracle サーバ インストールを参照するホームを使

用します。 
 

SYS_PASS 

SYS ユーザ パスワードを指定します。 
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OBLICORE_USER 

CA Business Service Insight データベース エンティティを持つスキー

マ ユーザの名前を指定します。 
 

OBLICORE_PASS 

スキーマ ユーザのパスワードを指定します。 
 

OBLIDBADMIN_PASS 

データベース インストールおよびマイグレーション中に使用され

る Oracle ユーザ oblidbadmin のパスワードを指定します。 
 

DB_CHARSET 

データベースの文字セット（UTF-8 または MSWIN1252）を指定し

ます。 

DB_SYNONYM 

パブリック シノニムまたはプライベート シノニムを指定します。 
 

例： 

[DataBaseDetailes] 

OBLICORE_ROOT=c:¥oblicore 

DB_NAME=oblicore 

ORACLE_HOME=c:¥oracle¥product¥11.1.0¥db_1 

SYS_PASS=sys 

OBLICORE_USER=oblicore 

OBLICORE_PASS=oblicore 

OBLIDBADMIN_PASS=oblidbadmin 

DB_CHARSET=utf8 

DB_SYNONYM=public 
 

3. スクリプトを実行します。 

4. パラメータが正しいことを確認します。 
 

5. 画面上の指示に従います。 

6. ログ ファイルでエラーを確認します。 

データベースがセットアップされて、CA Business Service Insight サーバ

をインストールすることができます。 
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インストールおよび地域の設定 

正常にインストールするには、サーバの地域設定を英語に変更します。 英

語以外の設定ではインストール後に問題が発生する可能性があります。 

CA Business Service Insight サーバのインストール時に、以下のプロセスを使

用します。 

1. サーバの地域設定を英語（米国）に変更します。  

2. サーバをインストールして再起動します。 

3. 地域の設定を元に戻します。 

4. サーバを再起動します。 
 

CA Business Service Insight サーバのインストール 

[set to your product name] システムを作成するには、サーバ コンポーネン

トをインストールします。 

■ データベースを自動的に作成しない場合は、「データベースの手動作

成 (P. 25)」を参照してください。 

■ 標準インストール手順を使用するのは、4 台以上のサーバにシステム

を分散させる必要がない場合、または CA サポートがこのオプションを

推奨している場合です。 
 

サーバ トポロジに複数のサーバが含まれる場合は、以下の表に従って

サーバ コンポーネントをインストールします。 

トポロジ タイプ 

（サーバ数） 

説明 インストール 順序（各サーバ） 

1 台のサーバ データベース、アプリケーショ

ン、および Web コンポーネント

は同じサーバにインストール

されます。 

このサーバ上で 

Cloud_Insight_Server_8.3.exe を実行。 

2 台のサーバ 2 台のサーバに分散 

■ データベース コンポーネン

ト 

■ アプリケーションおよび 

Web コンポーネント 

新規インストール 

■ データベース サーバ上でデータベース

を作成する。 

■ アプリケーションおよび Web サーバ

をインストールする。 
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トポロジ タイプ 

（サーバ数） 

説明 インストール 順序（各サーバ） 

3 台のサーバ 3 台のサーバに分散 

■ データベース コンポーネン

ト 

■ アプリケーション コンポー

ネント 

■ Web コンポーネント 

新規インストール 

■ データベース サーバ上でデータベース

を作成する。 

■ アプリケーション サーバをインストー

ルする。 

■ Web サーバをインストールする。 

4 台以上のサーバ  4 台以上のサーバに分散 

■ データベース コンポーネン

ト 

■ アプリケーション コンポー

ネント 

■ Web コンポーネント 

■ 追加のアプリケーション コ

ンポーネント 

新規インストール 

■ データベース サーバ上でデータベース

を作成する。 

■ アプリケーション サーバをインストー

ルする。 

■ Web サーバをインストールする。 

■ 追加のアプリケーション サーバをイン

ストールする。 

次の手順に従ってください： 

1. インストール フォルダのコンテンツをインストール CD からインス

トール フォルダにコピーします。 

デフォルト： C:¥Program Files¥CA ¥Cloud Insight¥Setup また

は %ProgramFiles%¥CA ¥Cloud Insight¥Setup 

重要：  & および . を インストール ディレクトリ名に含めないでくださ

い。 
 

2. サーバ ディレクトリから Cloud_Insight_Server_8.3.exe を実行します。 
 

3. インストール言語を選択し、［OK］をクリックします。 
 

4. 前提条件コンポーネントを自動的にインストールするには、［インス

トール］をクリックします。 
 

注： すべての必要なコンポーネントがすでにインストールされている

場合、このダイアログ ボックスは表示されません。 

インストール ウィザードが起動します。 
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5. ウィザードに従ってインストールを完了します。 

■ 組織名に特殊文字（& など）が含まれる場合、各特殊文字の前に ^ 

を追加します。  

たとえば、AB&C は AB^&C となります。 

■ ［セットアップ タイプ］については、［標準］を選択します。 

注： このサーバが追加のアプリケーション サーバである場合は、

［カスタム］を選択して関連するサービスのみを選択します。 詳

細については、「追加のアプリケーション サーバのインストール 

(P. 33)」を参照してください。 

■ トポロジに基づいて必要なサーバ コンポーネントを選択します。 
 

6. インストール ダイアログ ボックスを完了します。 

注： 選択する機能に関連するダイアログ ボックスのみが表示されます。 

詳細については、「インストール ダイアログ ボックス (P. 29)」を参照

してください。 

［セットアップ ステータス］ウィンドウが表示され、インストールが

開始されます。 

注： Windows Server 2008 R2 インストールの場合、DocumentLoader エ

ラーが発生しても無視します。 

7. インストール ウィザードが完了したら、コンピュータを再起動します。 

注： Windows Server 2008 R2 では、サーバを再起動する前に追加設定が

必要です。 詳細については、「Windows Server 2008 R2 サーバ設定 (P. 

34)」を参照してください。 

必要に応じて、その他のサーバ コンポーネントをインストールします。 
 

インストール ダイアログ ボックス 

インストール時には、関連するダイアログ ボックスがウィザードに表示

されます。 以下の表に、選択するサーバ コンポーネントに基づいて表示

されるダイアログ ボックスの一覧を示します。 

 

選択されたサーバ  関連するダイアログ ボックス 

データベース + アプリケーション + 
Web 

［ログオン情報］、［データベース作成］ 

アプリケーション + Web ［ログオン情報］、［データベース接続］ 



CA Business Service Insight サーバのインストール 
 

30  インストール ガイド 
 

データベース  データベース作成 

アプリケーション ［ログオン情報］、［データベース接続］ 

Web ［ログオン情報］、［ログ サーバ設定］、［データベー

ス接続］ 

以下の表に、インストール ダイアログ ボックスおよび関連するパラメー

タと値の一覧を示します。 

重要：  ダブル ダガー（‡）が付いているエントリにはダブル バイト文字を

使用しないでください。 

注： Oracle の命名規則では、特定の文字の使用がサポートされていません。 

ASCII などの特定の要件、および特殊文字やダブル バイト文字などの制限

については、Oracle の資料を参照してください。 

 

名前 パラメータ 値 メモ 

データベース作成 Oracle バージョン ‡ デフォルト： サーバのデ

フォルト値 

 

 データベース ファ

イルの場所（DB File 

Location） ‡ 

  

 データベース サー

バ名（DB server 

name） ‡ 

  

 文字セット UTF8 または MSWIN  

 シノニム Public または Private  

データベース接続 Oracle バージョン 10 または 11  

 CA Business Service 

Insight データベース 

インスタンス TNS 名 
‡ 

データベース インスタン

スの TNS 名。 

TNSNAMES.ORA ファイル

にある CA Business Service 

Insight の TNS 名を指定し

ます。 
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名前 パラメータ 値 メモ 

ログイン情報 ユーザ名 ‡ ユーザの名前。 

デフォルト： インストー

ルに使用するユーザ アカ

ウント。 

ユーザおよびパスワード

を専用ドメイン アカウン

トに変更することをお勧

めします。 

新しいユーザを作成する

には、［新規ユーザ］を

クリックします。 

リストからユーザを選択

するには、［ユーザの選

択］をクリックします。 

 パスワード ‡ ユーザのパスワード  

新規ユーザの情報 ドメインまたはサー

バ 

 このダイアログ ボックス

で、新しい CA Business 

Service Insight ユーザを作

成できます。 

 グループ   

 ユーザ名 ‡   

 パスワード ‡   

 パスワードの確認 ‡   

ユーザの選択 オブジェクト タイ

プ 

 管理者ローカル グループ

に属しているユーザを選

択する必要があります。 

 場所   

ログ サーバ環境

設定 

ログ サーバ ネット

ワーク アドレス 

デフォルト： localhost localhost は、Web サーバ

を含むすべてのサーバで

有効です。 

ログ サーバがローカル 

ホスト上にない場合は、

アドレスを正しいサーバ

に変更します。 

注： アドレスはログ サー

バのインストール先のア

ドレスである必要があり

ます。 
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名前 パラメータ 値 メモ 

 ログ サーバ ネット

ワーク ポート 

デフォルト： 4040  

ネットワーク パ

スワードの入力 

ユーザ名 

 

 ドメインにログオンして

いない場合、Microsoft 標

準の［ネットワーク パス

ワードの入力］ダイアロ

グ ボックスが何度か表示

されます。 必要に応じて、

有効なドメイン ユーザお

よびパスワードを入力し

てドメインにアクセスし

ます。 

 パスワード   

サービス起動タイ

プ 

サービス起動タイプ 自動または手動 

既定値： 手動 

ログ サーバ サービスは

常に［自動］に設定され

ています。 

Web サイト設定 WWWRootfolder ‡ WWWRoot フォルダの場

所 

デフォルト： Web サイト

が現在インストールされ

ているフォルダ 

 

 SessionDataFolder ‡ SessionData フォルダの場

所 

デフォルト： インストー

ル ディレクトリ 

 

 SessionTimeout デフォルト： 300  
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追加のアプリケーション サーバのインストール 

多層環境のパフォーマンスを最適化するには、サービスを複数のアプリ

ケーション サーバに分割します。  

注： 追加のアプリケーション サーバによる最適なパフォーマンスを確保

するには、オペレーティング システムの［サービス］ダイアログ ボック

スを開いて、不要なコンポーネントをクリアまたは停止します。 

 

コンポーネント 説明 

アダプタ アダプタ サービス オプション（テキスト ファイル、SQL、マネー

ジャ、正規表現チェッカ）をインストールします。 

アダプタ リスナ アダプタ リスナをインストールします。 

注： アダプタ リスナは 1 回のみインストールできます。 

アラート アラート サービスをインストールします。 

注： アラートは 2 回以上インストールしないでください。 

ダッシュボード エンジン ダッシュボード エンジン サービスをインストールします。 

注： ダッシュボード エンジン サービスは 1 回のみインストール

できます。 

ログ サーバ ログ サーバ サービスをインストールします。 

ペナルティ ライタ ペナルティ サービスをインストールします。  

PSL ライタ 計算エンジン サービスの 1 つのインスタンスをインストールし

ます。 

レポート スケジューラ レポート スケジューラ サービスをインストールします。 

ACE Engine on JBoss アプリ

ケーション サーバ 

ACE2 Manager を実行する JEE アプリケーション サーバ。 

Tomcat 6 Apache Tomcat 6.0.32 サーバ  

詳細については、http://tomcat.apache.org を参照してください。 

Oblisync on JBoss アプリケー

ション サーバ 

［コンテンツ転送］機能の実行を有効にします。 

ScriptHost スクリプト ホスト サービスをインストールします。 

注： スクリプト ホスト サービスは 1 回しかインストールできま

せん。 

http://tomcat.apache.org/
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コンポーネント 説明 

タスク ホスト タスク ホスト サービスをインストールします。 

注： タスク ホスト サービスは 1 回しかインストールできません。 
 

Windows Server 2008 R2 サーバ設定 

Windows Server 2008 R2 上でインストールを設定するには、アプリケー

ション サーバ コンポーネントまたは Web サーバ コンポーネントを含む

すべてのサーバで以下のタスクを実行します。 

次の手順に従ってください： 

1. インストール ウィザードで再起動を求められた場合は、コマンド プロ

ンプトを開きます。 

a. ［スタート］メニューの［ファイル名を指定して実行］をクリッ

クします。 

b. ［ファイル名を指定して実行］ウィンドウで以下のコマンドを入

力します。 

C:¥Windows¥SysWOW64¥cmd.exe 

コマンド プロンプトが表示されます。 
 

2. 以下のいずれかのコマンドを実行します。 

■ サーバに Web サーバ コンポーネントが含まれています。 

cd %OG_HOME%¥bin 

StringsLoader.exe -a <言語文字列 xml ファイルへのパス> 

cd %OG_HOME%¥Setup¥Migration¥ 

DocumentLoader.exe 

デフォルト パス： 
C:¥Inetpub¥wwwroot¥Oblicore¥App_Data¥Resources 

■ サーバにアプリケーション サーバ コンポーネントのみが含まれ

ています。 

cd %OG_HOME%¥bin 

3. サーバを再起動します。 
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多層環境の設定 

多層トポロジを使用するには、サーバを設定します。 

次の手順に従ってください： 

アプリケーション サーバおよび Web サーバ 

1. ローカル ネーミング構成ファイルに、正しいホスト名およびポートと

共にサービス エイリアスが含まれていることを確認します。 

ファイル名： $ORACLE_HOME¥network¥admin¥TNSNAMES.ORA 

デフォルト ポート： 1521 
 

例： 

OBLICORE = 

  (DESCRIPTION = 

    (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = server12.ca.com)(PORT = 1521)) 

    (CONNECT_DATA = 

      (SERVER = DEDICATED) 

      (SERVICE_NAME = oblicore) 

    ） 

  ） 
 

Web サーバ 

1. 分散トランザクション コーディネータ サービスを開始します。 

2. World Wide Web 発行サービスを開始します。 

3. Oracle クライアントとデータベース接続設定コンポーネントを正しく

インストールして設定し、OLEDB からデータベースへの接続を確立し

ます。 

a. TNSnames.ora をすべてのサーバにインストールし、設定します。 

b. Listener.ora をデータベース サーバにインストールし、設定します。 
 

データベース サーバ 

1. リスナ構成ファイルが正しく設定され、このファイルが作成されるイ

ンスタンスを認識することを確認します。 

ファイル名： $ORACLE_HOME¥network¥admin¥LISTENER.ORA 
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例： 

SID_LIST_LISTENER = 

  (SID_LIST = 

    (SID_DESC = 

      (GLOBAL_DBNAME = OBLICORE) 

      (ORACLE_HOME = C:¥app¥Administrator¥product¥11.2.0¥dbhome_1) 

      (SID_NAME = oblicore) 

    ) 

  ) 

 

LISTENER = 

  (DESCRIPTION_LIST = 

    (DESCRIPTION = 

      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = server12.ca.com)(PORT = 1521)) 

      (ADDRESS = (PROTOCOL = IPC)(KEY = EXTPROC1521)) 

    ) 

  ) 
 

2. コマンド プロンプト ウィンドウを開いて、以下のコマンドを実行しま

す。 

lsnrctl status  

サービス サマリのリストが表示されます。  

注： リストが表示されない場合は、以下のコマンドを実行します。  

lsnrctl start  

確認メッセージが表示されます。 
 

3. $ORACLE_HOME¥network¥admin¥SQLNET.ORA に以下の行が含まれてい

ることを確認します。 

SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES = (NTS) 

4. Oracle クライアントとリスナ間の通信をテストするには、以下のコマ

ンドを実行します。 

Tnsping  <tns_entry_name> 

システムは "OK" を返し、応答時間が表示されます。 
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アダプタ リスナのインストール 

アダプタを有効にするには、アダプタがある各サーバにアダプタ リスナ

をインストールします。 

重要：  アダプタ サーバでアダプタ リスナを開始しないでください。 追加

のアプリケーション サーバのうち 1 台にアダプタ リスナが含まれること

を確認します。 

次の手順に従ってください： 

1. カスタム Web サーバ インストールを開始します。 

2. ［機能の選択］ウィンドウに移動し、［Web サイト］、［サービス］、

［管理ツール］、および［データベース］機能をクリアします。 

3. インストールを完了します。 
 

インストールの完了 

インストールを完了するには、以下のタスクを実行します。 

重要：  CA Business Service Insight のインストール後に sadmin としてログイ

ンします。 デフォルトのパスワードは「sadmin」です。 

次の手順に従ってください： 

1. 選択したサービスが正しくインストールされていることを確認します。 

a. ［スタート］メニューの［ファイル名を指定して実行］をクリッ

クします。 

b. 「services.msc」と入力して、［OK］をクリックします。  

c. インストール中に選択したコンポーネントに対応するサービスが

正しくインストールされたことを確認します。 

注： デフォルトでは、ACE がデフォルト計算エンジンです。 ACE2 サー

ビスは表示されません。 

サービスの完全なリストについては、「CA Business Service Insight サー

ビス (P. 39)」を参照してください。 
 

2. CA Business Service Insight Web サイトにログインします。 

3. 選択したタイム ゾーンに時間オフセットが一致することを確認しま

す。 
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4. 夏時間の日付がお住まいの場所に一致することを確認します。 
 

5. （オプション）リバース プロキシが CA Web サイトに転送するリクエ

ストをサポートするには、web.config ファイルの「AppSettings」セクショ

ンで、プレフィックス文字列を ProxyPrefix キー値として入力します。 

このプレフィックス文字列は、プロキシ設定で CA Web サイトにリク

エストをルーティングするように設定されています。  

a. Web サイトがリバース プロキシに正しくルーティングされること

を確認します。 プロキシ値のスペルが正しく、2 つのスラッシュ

間に入力されていること（"/prefix/"）を確認します。 

たとえば、CA Web サイトにマッピングされたプレフィックスが

「ca」の場合、web.config を以下のように更新します。 

 <appSettings> 

 <add key="ProxyPrefix" value="/ca/" /> 

 </appSettings> 

ProxyPrefix キーが存在しない場合やその値が空の文字列の場合、

Web サイトは標準モードで動作します。 

b. プロキシ設定にヘッダを追加します。 以下のヘッダ キーを使用し

ます。 

 「X-Forwarded-CA-Oblicore-Proxy」 
 

6. （オプション） 3 層インストールでは、CA Business Service Insight Web 

サイトの設定を更新します。 

a. ［管理］ - ［サイト設定］ - ［詳細］をクリックします。 

b. ［キュー］をクリックします。 

c. アプリケーション サーバの IP またはアドレスで［現在のステータ

ス MSMQ マシン］、［デフォルト MSMQ マシン］、および［ダッ

シュボード MSMQ マシン］を更新します。 

注： Windows Server 2008 R2 では追加設定が必要です。 以下のパラ

メータを更新します。 

■ ［ACE2］を選択して、［ACE2 サーバ］を更新します。 

■ ［ダッシュボード］ - ［アドレス］を選択して、［ダッシュボー

ド サービス URL］を更新します。 

■ ［ダッシュボード］ - ［現在のステータス関連設定］を選択し

て、［リモートの現在のステータス リスナの URL］および［ダッ

シュボード エンジン リスナ アドレス］を更新します。 

CA Business Service Insight は使用できる状態になりました。 
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CA Business Service Insight サービス 

サービス名  

/ サーバ 

サービスの説明 サービス カ

タログのモ

デル化 

サービス レベ

ルの計算  

エンタープライ

ズの影響度分

析 

ACE 移行サービス 

/ アプリケーション 

サーバ 

ACE1 エンジンから ACE2 エン

ジンにメトリックを割り当

てるときに受け取る再計算

日付リクエストを検出およ

び設定します。 

ACE 移行サービスはバージョ

ン 8.2 以降でインストールさ

れるサービスです。 

   

アダプタ リスナ 

（アダプタ）  
 

/ アプリケーション 

サーバ 

アダプタからデータを読み

取り、CA Business Service 

Insight データベースに格納

します。 このサービスとアダ

プタとの通信は、TCP/IP ソ

ケットを介して実行されま

す。 

いいえ はい いいえ 

アダプタ展開 

（アダプタ）  
 

/ アプリケーション 

サーバ 

アダプタ ウィザードからア

ダプタの作成、更新、または

削除リクエストを受信しま

す。 このサービスは Web 

サービス インターフェース

を介して通信します。 

いいえ はい はい 

アラート 

（イベント）  
 

/ アプリケーション 

サーバ 

システムの各部からイベン

トを受信し、それらのイベン

トのデータをシステム ア

ラート プロファイルのセッ

トと比較します。 イベントが

アラート プロファイルに一

致する場合、サービスはア

ラートを生成します。 サービ

スはデータベース キューか

らイベントを受信します。 

いいえ はい はい 
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サービス名  

/ サーバ 

サービスの説明 サービス カ

タログのモ

デル化 

サービス レベ

ルの計算  

エンタープライ

ズの影響度分

析 

現在のステータス 

エンジン 

（ダッシュボード） 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

ダッシュボード上の［現在の

ステータス］インジケータを

計算します。 

いいえ いいえ はい 

ダッシュボード エ

ンジン 

（ダッシュボード） 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

各ダッシュボード エンティ

ティの重大度を計算します。 

いいえ いいえ はい 

ログ サーバ 

（ログ） 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

システムの各部からのログ 

メッセージをデータベース

に書き込みます。 

各 CA Business Service Insight 

コンポーネントは TCP/IP ソ

ケットを介してログ サーバ

と通信し、メッセージをログ

に記録します。 

はい はい はい 

ペナルティ ライタ 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

後方互換性を提供します。  

注： 非推奨のペナルティ ラ

イタ機能はメトリックを使

用して行われるようになり

ました。 

いいえ いいえ はい 
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サービス名  

/ サーバ 

サービスの説明 サービス カ

タログのモ

デル化 

サービス レベ

ルの計算  

エンタープライ

ズの影響度分

析 

PSL Writer （PSL） 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

システム内の契約ごとに含

まれる各メトリックのサー

ビス レベルを計算します。こ

のサービスは古いメインの

計算エンジンです。 

スケール アップするには、ア

プリケーション サーバ上に

複数の PSL Writer サービスを

インストールします。 その場

合、サービスは通常「PSL 

Writer N」という名前になり

ます。N は各サービスに指定

された一意の ID です。 

いいえ はい はい 

レポート スケ

ジューラ 

（レポート） 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

スケジュールされたレポー

トを実行します。 

いいえ いいえ はい 

PSLWorker 

<番号>  

（ACE2） 

/ アプリケーション 

サーバ 

ACE2 メトリックに提供され

るサービス レベルを計算し

ます。 

 

いいえ はい はい 

ScriptHost 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

ホストとしてエンジン タス

クを実行します。 

はい はい はい 

Oblisync on JBoss ア

プリケーション 

サーバ 

（コンテンツ転送） 
 

/ Web サーバ 

［コンテンツ転送］機能の実

行を有効にします。 

いいえ はい いいえ 
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サービス名  

/ サーバ 

サービスの説明 サービス カ

タログのモ

デル化 

サービス レベ

ルの計算  

エンタープライ

ズの影響度分

析 

ACE on JBoss アプリ

ケーション サーバ 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

JEE アプリケーション サーバ

上で ACE2 マネージャを実行

します。 

いいえ はい はい 

Tomcat 6 
 

/ アプリケーション 

サーバ 
 & 

/ Web サーバ 

Apache Tomcat 6.0.32 サーバ  

詳細については、

http://tomcat.apache.org を参

照してください。 

はい はい いいえ 

タスク ホスト 
 

/ アプリケーション 

サーバ 

以下を含む非同期のシステ

ム メンテナンス操作を実行

します。 

■ 有効期限が切れた時点で

契約のステータスを変更

する 

■ 不明なイベントの Raw 

データを分析する 

■ 契約が最新かどうかを確

認するインジケータを計

算する。 契約を表示する

ときにそのデータを確認

できます。 

■ 「変換スクリプト」を実

行する 

はい はい はい 
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第 4 章： CA Business Service Insight クライア

ント パック インストール 
 

CA Business Service Insight Web サイトの機能によっては、エンド ユーザ ブ

ラウザ上でサードパーティ アプリケーションをインストールする必要が

ある場合があります。 必要なアプリケーションをすべてインストールす

るには、CA Business Service Insight クライアント インストール パックをイ

ンストールします。 

CloudInsight8.3_Client.exe ファイルは DVD の .iso ファイルに含まれていま

す。 
 

コンポーネント 

以下の表に、必要なコンポーネントおよび関連する CA Business Service 

Insight 機能の一覧を示します。 

コンポーネント名 サードパーティ ア

プリケーション 

機能 

タイムスロット エディタ アプレット デザイン、ファンデーション エンティ

ティ、タイムスロット テンプレート、タイ

ムスロットの表示 

TeeChart Pro ActiveX レポート、レポート ウィザード、生成 

フローチャート ActiveX サービス レベル管理、契約ナビゲータ 

スクリプト エディタ ActiveX カタログ、テンプレート ライブラリ、ビジ

ネス ロジック テンプレート、ビジネス ロ

ジック テンプレートの追加 

DataSourceAnalyzerAX ActiveX デザイン、データ取得、アダプタ、新規追

加、テキスト ファイル/SQL アダプタ 

ActiveQueryBuilderXControls ActiveX デザイン、データ取得、アダプタ、新規追

加、新規 SQL アダプタの追加 
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クライアント ソフトウェアの前提条件 

クライアント インストーラは以下のオペレーティング システムをサポー

トします。 

■ Microsoft Windows XP SP3（32 ビット バージョンのみ） 

■ Microsoft Windows Vista（32 ビット バージョンおよび 64 ビット バー

ジョン） 

■ Microsoft Windows 7（32 ビット バージョンおよび 64 ビット バージョ

ン） 

クライアントでは、以下のソフトウェアが動作する必要があります。 

  

コンポーネント バージョン メモ 

Microsoft .NET Framework 4 ランタイム この .NET Framework は、

Microsoft Word 2010 アドオンを

使用してブックレットを作成す

るために必要です。  

.Net 4 の詳細については、

Microsoft の Web サイトを参照

してください。 

Microsoft Office Web コン

ポーネント 2003 

10 以降 Microsoft Office Web コンポーネ

ントの詳細については、

Microsoft の Web サイトを参照

してください。 

Microsoft Silverlight 3.5 sp1 以降 Microsoft Silverlight は、インタラ

クティブなユーザ体験を作成す

るための無償の .NET Framework 

プラグインです。 

Silverlight とそのインストールの

詳細については、Microsoft の 

Web サイトを参照してくださ

い。 

Adobe Flash Player 8 以降 詳細については、Adobe の Web 

サイトを参照してください。 
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コンポーネント バージョン メモ 

JRE （Java Runtime 

Environment） 

1.4.2.3 以降 Java Runtime Environment の詳細

については、
http://java.com/en/download/hel

p/sysreq.xml を参照してくださ

い。 

クライアントは、Internet Explorer の以下のバージョンをサポートします。 

■ 7.0 

■ 8.0 

■ 9.0 

クライアントには以下のセキュリティ設定が必要です。 

■ クライアント スクリプト実行（許可済み） 

■ IIS セッション状態可用性（有効） 

■ セッション Cookie（有効） 

■ 永続ブラウザ Cookie（有効） 

■ ポップアップ ブロック（無効） CA Business Service Insight が信頼済み

サイトとして定義されている、またはポップアップ ブロッカがインス

トールまたは有効化されていない。 

■ ActiveX の実行（許可済み）。  

注： 会社のポリシーでこのアイテムの設定が許可されていない場合、

必須ではありません。 

■ Java アプレットの有効化（有効） 
 

http://java.com/en/download/help/sysreq.xml
http://java.com/en/download/help/sysreq.xml
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CA Business Service Insight クライアントのインストール 

CA Business Service Insight Web サイトで全機能を有効にするには、クライ

アント インストール パッケージをインストールします。 

注： インストールには、クライアント ワークステーションでの管理者権限

が必要です。 

次の手順に従ってください： 

1. CloudInsight8.3_Client.exe を実行します。 

2. 画面上の指示に従います。 

ウィザードにより必要なコンポーネントがインストールされます。 
 

サイレント インストール 

サイレント インストールでは、ユーザ入力の要求に応答せずに、クライ

アント パックを複数のワークステーションにインストールすることがで

きます。 インストールでは、.ini ファイルに類似した .iss 応答ファイルを

使用します。 
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クライアント応答ファイルの記録 

サイレント インストールの準備を行うには、応答ファイルを記録します。 

次の手順に従ってください： 

1. コマンド ラインから以下のコマンドを実行します。 

CloudInsight8.3_Client.exe /r /f1”<location/filename.iss>” 

/f1 "location/filename>.iss" 

（オプション）応答ファイル用のデフォルト以外のファイル名お

よび場所を指定します。 

例：  

CloudInsight8.3_Client.exe/r /f1"c:¥Silent¥client.iss" 

注： デフォルトのファイル名は Setup.iss、デフォルトの場所は 

Windows フォルダです。 

InstallShield によってセットアップの選択内容が記録されます。 

2. （オプション）デスティネーション パスを変更します。 

a. 応答ファイルを開き、以下のセクションに移動します。 

[{8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdAskDestPath-0] 

szDir=C:¥Program Files¥CA¥Cloud Insight¥Client¥ 

Result=1 

b. パスを変更します。 

応答ファイルが使用可能になります。 
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クライアント応答ファイルの例 

[{8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-DlgOrder] 

Dlg0={8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdWelcome-0 

Dlg1={8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdLicense2-0 

Dlg2={8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdAskDestPath-0 

Dlg3={8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdFinish-0 

Count=4 

[{8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdWelcome-0] 

Result=1 

[{8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdLicense2-0] 

Result=1 

[{8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdAskDestPath-0] 

szDir=C:¥Program Files¥CA¥Cloud Insight¥Client¥ 

Result=1 

[{8052F2E0-6031-4985-A87A-E10E388AF1AF}-SdFinish-0] 

Result=1 

bOpt1=0 

bOpt2=0 

注： その他の例については、サーバ/サイレント サンプル ファイル フォル

ダを参照してください。 
 

サイレント モードでのクライアントのインストールの実行 

ユーザ入力を行わずにクライアント インストール パックをインストール

するには、サイレント インストールを実行します。 各クライアント ワー

クステーションでこの手順を繰り返します。 

次の手順に従ってください： 

1. 応答ファイルをターゲット ワークステーションにコピーします。 

2. コマンド ラインから以下のコマンドを実行します。 

Cloud_Insight_Server_8.3/s /f1"<location/filename.iss> command 

/f1"<location/filename.iss>" 

応答ファイルの場所および名前を指定します。 

インストールが実行され、setup.log という名前のログ ファイルが生成

されます。 

3. インストールが成功したことを確認します。 

CA Business Service Insight Web サイトの全機能がワークステーション

上で有効になりました。 
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第 5 章： CA Business Service Insight をインス

トールして高可用性を確保する方法 
 

システム管理者には、CA Business Service Insight の継続的な可用性を確保す

る責任があります。 CA Business Service Insight は、Windows クラスタ テク

ノロジおよび Windows ネットワーク負荷分散（NLB）テクノロジに基づく

高可用性インストールを提供します。 

CA Business Service Insight では、以下のオプションを使用して高可用性を確

保します。 

■ データベースは Oracle RAC 展開を使用します。 

■ アプリケーション サーバをアクティブ/パッシブとして展開します。 

■ Web サーバをアクティブ/アクティブとして展開し、Web セッション 

アフィニティによる負荷分散を使用します。 

 
 

ノード間でファイルを共有するために、Web サーバとアプリケーション 

サーバの両方に、高可用性の共有ファイル システムが必要です。 高可用

性要件に対応するストレージ動作環境を使用します。 
 



サイレント インストール 
 

50  インストール ガイド 
 

アプリケーション サーバ 

アプリケーション サーバはアクティブ/パッシブ モードで展開されます。 

アプリケーション サーバ上のサービスは一度に 1 つのサーバでのみ実行

されます。 基本の高可用性インフラストラクチャは、アクティブ サーバ

からパッシブ サーバへのサービスのフェールオーバを実行するよう設定

されます。 アプリケーション サーバ内の共有データはアダプタ設定、状

態ファイル、および MSMQ データ ファイルから構成されます。 
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Web サーバ 

Web サーバは Active/Active として展開されます。 すべての Web サーバが

同時にアクティブであり、必要に応じてクライアントとして機能します。 

Web サーバは IIS セッションにデータを格納するため、NW 負荷分散は 

Web サーバをクライアントに割り当てる際にアフィニティを使用する必

要があります。 大半のロード バランサはこの機能をサポートします。 

Tomcat で実行される SMI GUI コンポーネントは、従来の Oblicore Web サー

バが使用した状態の一部を使います。 
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このシナリオを使用し、プロセスについて段階的に説明します。 

 
 

1. 前提条件の確認 (P. 52) 

2. データベースの手動作成 (P. 25) 

3. 地域別設定の設定 (P. 27) 

4. CA Business Service Insight サーバのインストール (P. 56) 

5. サーバの設定 (P. 62) 

6. インストールの完了 (P. 67) 
 

前提条件の確認 

正常にインストールするには、前提条件を確認します。 CA Business Service 

Insight、インストールの前提条件を使用しますが、以下の例外があります。 

■ 管理者権限を持つドメイン アカウントをインストールに使用します。 

■ 高可用性には Windows 2008 動作環境が必要です。 
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■ RAC で Oracle データベースを作成します。 詳細については、「データ

ベースの手動作成 (P. 25)」を参照してください。 

重要：  RAC を ASM と共に使用しないでください。 
 

■ 割り当てられた DNS 名を持つ 4 つの静的 IP アドレスを準備します。 

■ 前提条件に関する完全な情報については、「CA Business Service Insight 

インストールの前提条件 (P. 11)」を参照してください。 
 

データベースの手動作成 

Windows 以外のサーバで CA Business Service Insight データベースをセット

アップするには、手動でデータベースを作成します。 

CA のデフォルト設定を使用しない場合は、CA Technologies のデータベー

ス オブジェクト用の命名規則ポリシー (P. 113)を印刷します。 ユーザの

データベース命名規則が CA Technologies のポリシーと異なる場合、インス

トールの前にフォームに記入して CA サポートにお問い合わせください。 

次の手順に従ってください： 

1. インストール CD の Server¥program files¥CA¥Cloud 

Insight¥Setup¥InstallDB にあるインストール ファイルを見つけて、この

ファイルを %OBLICORE_ROOT%¥Setup¥InstallDB にコピーします。 

■ （Windows） Main.bat 

■ （UNIX） Main.sh 

2. %OBLICORE_ROOT%¥Setup¥InstallDB にある start_parameter.ini 内のパラ

メータを更新します。 

OBLICORE_ROOT 

セットアップによってデータベース名でフォルダが作成される

データベースの場所を指定します。 

重要：  データベース作成スクリプトを実行する前に、ルート フォ

ルダを作成します。 
 

DB_NAME 

データベース インスタンスの名前を指定します。 

制限： 1 ～ 8 文字 
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ORACLE_HOME 

Oracle ホームの場所を指定します。 

注： サーバに複数のホームがある場合は、クライアント インス

トールではなく Oracle サーバ インストールを参照するホームを使

用します。 
 

SYS_PASS 

SYS ユーザ パスワードを指定します。 
 

OBLICORE_USER 

CA Business Service Insight データベース エンティティを持つスキー

マ ユーザの名前を指定します。 
 

OBLICORE_PASS 

スキーマ ユーザのパスワードを指定します。 
 

OBLIDBADMIN_PASS 

データベース インストールおよびマイグレーション中に使用され

る Oracle ユーザ oblidbadmin のパスワードを指定します。 
 

DB_CHARSET 

データベースの文字セット（UTF-8 または MSWIN1252）を指定し

ます。 

DB_SYNONYM 

パブリック シノニムまたはプライベート シノニムを指定します。 
 

例： 

[DataBaseDetailes] 

OBLICORE_ROOT=c:¥oblicore 

DB_NAME=oblicore 

ORACLE_HOME=c:¥oracle¥product¥11.1.0¥db_1 

SYS_PASS=sys 

OBLICORE_USER=oblicore 

OBLICORE_PASS=oblicore 

OBLIDBADMIN_PASS=oblidbadmin 

DB_CHARSET=utf8 

DB_SYNONYM=public 
 

3. スクリプトを実行します。 

4. パラメータが正しいことを確認します。 
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5. 画面上の指示に従います。 

6. ログ ファイルでエラーを確認します。 

データベースがセットアップされて、CA Business Service Insight サーバ

をインストールすることができます。 
 

インストールおよび地域の設定 

正常にインストールするには、サーバの地域設定を英語に変更します。 英

語以外の設定ではインストール後に問題が発生する可能性があります。 

CA Business Service Insight サーバのインストール時に、以下のプロセスを使

用します。 

1. サーバの地域設定を英語（米国）に変更します。  

2. サーバをインストールして再起動します。 

3. 地域の設定を元に戻します。 

4. サーバを再起動します。 
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CA Business Service Insight サーバのインストール 

[set to your product name] システムを作成するには、サーバ コンポーネン

トをインストールします。 高可用性を確保するには、以下の順序でサー

バをインストールします。 

1. アプリケーション サーバ 

2. Web サーバ 

3. アダプタ サーバ 

以下のプロセスを使用して、各サーバ ノード上でインストールを実行し

ます。 

1. ノードに接続します。 

2. サーバ コンポーネントをインストールします。 

3. サーバ ノードを再起動します。 

4. クラスタ内の各ノードに対して、この手順を繰り返します。 

次の手順に従ってください： 

1. インストール フォルダのコンテンツをインストール CD からインス

トール フォルダにコピーします。 

デフォルト： C:¥Program Files¥CA ¥Cloud Insight¥Setup また

は %ProgramFiles%¥CA ¥Cloud Insight¥Setup 

重要：  & および . を インストール ディレクトリ名に含めないでくださ

い。 
 

2. サーバ ディレクトリから Cloud_Insight_Server_8.3.exe を実行します。 
 

3. インストール言語を選択し、［OK］をクリックします。 
 

4. 前提条件コンポーネントを自動的にインストールするには、［インス

トール］をクリックします。 
 

注： すべての必要なコンポーネントがすでにインストールされている

場合、このダイアログ ボックスは表示されません。 

インストール ウィザードが起動します。 
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5. ウィザードに従ってインストールを完了します。 

■ 組織名に特殊文字（& など）が含まれる場合、各特殊文字の前に ^ 

を追加します。  

たとえば、AB&C は AB^&C となります。 

■ ［セットアップ タイプ］については、［標準］を選択します。 

■ トポロジに基づいて必要なサーバ コンポーネントを選択します。 
 

6. インストール ダイアログ ボックスを完了します。 

注： 選択する機能に関連するダイアログ ボックスのみが表示されます。 

詳細については、「インストール ダイアログ ボックス (P. 29)」を参照

してください。 

［セットアップ ステータス］ウィンドウが表示され、インストールが

開始されます。 

注： Windows Server 2008 R2 インストールの場合、DocumentLoader エ

ラーが発生しても無視します。 

7. インストール ウィザードが完了したら、コンピュータを再起動します。 

注： Windows Server 2008 R2 では、サーバを再起動する前に追加設定が

必要です。 詳細については、「Windows Server 2008 R2 サーバ設定 (P. 

34)」を参照してください。 

必要な場合、その他のサーバ コンポーネントをインストールします。 
 

インストール ダイアログ ボックス 

インストール時には、関連するダイアログ ボックスがウィザードに表示

されます。 以下の表に、選択するサーバ コンポーネントに基づいて表示

されるダイアログ ボックスの一覧を示します。 

 

選択されたサーバ  関連するダイアログ ボックス 

データベース + アプリケーション + 
Web 

［ログオン情報］、［データベース作成］ 

アプリケーション + Web ［ログオン情報］、［データベース接続］ 

データベース  データベース作成 

アプリケーション ［ログオン情報］、［データベース接続］ 
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Web ［ログオン情報］、［ログ サーバ設定］、［データベー

ス接続］ 

以下の表に、インストール ダイアログ ボックスおよび関連するパラメー

タと値の一覧を示します。 

重要：  ダブル ダガー（‡）が付いているエントリにはダブル バイト文字を

使用しないでください。 

注： Oracle の命名規則では、特定の文字の使用がサポートされていません。 

ASCII などの特定の要件、および特殊文字やダブル バイト文字などの制限

については、Oracle の資料を参照してください。 

 

名前 パラメータ 値 メモ 

データベース作成 Oracle バージョン ‡ デフォルト： サーバのデ

フォルト値 

 

 データベース ファ

イルの場所（DB File 

Location） ‡ 

  

 データベース サー

バ名（DB server 

name） ‡ 

  

 文字セット UTF8 または MSWIN  

 シノニム Public または Private  

データベース接続 Oracle バージョン 10 または 11  

 CA Business Service 

Insight データベース 

インスタンス TNS 名 
‡ 

データベース インスタン

スの TNS 名。 

TNSNAMES.ORA ファイル

にある CA Business Service 

Insight の TNS 名を指定し

ます。 
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名前 パラメータ 値 メモ 

ログイン情報 ユーザ名 ‡ ユーザの名前。 

デフォルト： インストー

ルに使用するユーザ アカ

ウント。 

ユーザおよびパスワード

を専用ドメイン アカウン

トに変更することをお勧

めします。 

新しいユーザを作成する

には、［新規ユーザ］を

クリックします。 

リストからユーザを選択

するには、［ユーザの選

択］をクリックします。 

 パスワード ‡ ユーザのパスワード  

新規ユーザの情報 ドメインまたはサー

バ 

 このダイアログ ボックス

で、新しい CA Business 

Service Insight ユーザを作

成できます。 

 グループ   

 ユーザ名 ‡   

 パスワード ‡   

 パスワードの確認 ‡   

ユーザの選択 オブジェクト タイ

プ 

 管理者ローカル グループ

に属しているユーザを選

択する必要があります。 

 場所   

ログ サーバ環境

設定 

ログ サーバ ネット

ワーク アドレス 

デフォルト： localhost localhost は、Web サーバ

を含むすべてのサーバで

有効です。 

ログ サーバがローカル 

ホスト上にない場合は、

アドレスを正しいサーバ

に変更します。 

注： アドレスはログ サー

バのインストール先のア

ドレスである必要があり

ます。 
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名前 パラメータ 値 メモ 

 ログ サーバ ネット

ワーク ポート 

デフォルト： 4040  

ネットワーク パ

スワードの入力 

ユーザ名 

 

 ドメインにログオンして

いない場合、Microsoft 標

準の［ネットワーク パス

ワードの入力］ダイアロ

グ ボックスが何度か表示

されます。 必要に応じて、

有効なドメイン ユーザお

よびパスワードを入力し

てドメインにアクセスし

ます。 

 パスワード   

サービス起動タイ

プ 

サービス起動タイプ 自動または手動 

既定値： 手動 

ログ サーバ サービスは

常に［自動］に設定され

ています。 

Web サイト設定 WWWRootfolder ‡ WWWRoot フォルダの場

所 

デフォルト： Web サイト

が現在インストールされ

ているフォルダ 

 

 SessionDataFolder ‡ SessionData フォルダの場

所 

デフォルト： インストー

ル ディレクトリ 

 

 SessionTimeout デフォルト： 300  
 



CA Business Service Insight サーバのインストール 

 

第 5 章： CA Business Service Insight をインストールして高可用性を確保する方法  61  
 

Windows Server 2008 R2 サーバ設定 

Windows Server 2008 R2 上でインストールを設定するには、アプリケー

ション サーバ コンポーネントまたは Web サーバ コンポーネントを含む

すべてのサーバで以下のタスクを実行します。 

次の手順に従ってください： 

1. インストール ウィザードで再起動を求められた場合は、コマンド プロ

ンプトを開きます。 

a. ［スタート］メニューの［ファイル名を指定して実行］をクリッ

クします。 

b. ［ファイル名を指定して実行］ウィンドウで以下のコマンドを入

力します。 

C:¥Windows¥SysWOW64¥cmd.exe 

コマンド プロンプトが表示されます。 
 

2. 以下のいずれかのコマンドを実行します。 

■ サーバに Web サーバ コンポーネントが含まれています。 

cd %OG_HOME%¥bin 

StringsLoader.exe -a <言語文字列 xml ファイルへのパス> 

cd %OG_HOME%¥Setup¥Migration¥ 

DocumentLoader.exe 

デフォルト パス： 
C:¥Inetpub¥wwwroot¥Oblicore¥App_Data¥Resources 

■ サーバにアプリケーション サーバ コンポーネントのみが含まれ

ています。 

cd %OG_HOME%¥bin 

3. サーバを再起動します。 
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サーバの設定 

高可用性を確保するには、サーバを設定します。 

重要：  CA Business Service Insight のインストール後に、sadmin として CA 

Business Service Insight Web サイトにログインします。 デフォルトのパス

ワードは「sadmin」です。 

各サーバに関しては、サービスについて以下を確認します。 

■ すべてのサービスは、［開始タイプ］が［手動］に設定されています。 

■ JBOSS アプリケーション サーバ上の ACE 2 および Oblicore - Tomcat 6 

は、［ログオン］が［ローカル システム］に設定されています。 

■ その他のすべてのサービスは、［ログオン］が［<ドメイン ユーザ>］

に設定されています。 
 

アプリケーション サーバの設定 

次の手順に従ってください： 

サービス グループの作成 

1. フェールオーバ クラスタ管理プログラムを開きます。 

2. コンソール ツリーの［サービスとアプリケーション］をクリックしま

す。 

3. ［その他のアクション］から［空のサービスまたはアプリケーション

の作成］をクリックします。 

4. 以下のグループを作成します。  

■ CA Business Service Insight、サービス 

■ CA Business Service Insight、現在のステータス 

■ CA Business Service Insight、ACE1 Writer 

■ CA Business Service Insight、ACE2 Worker 

注： 単一のグループをすべてのサービスに使用できます。 
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サービス グループへのサービスの追加 

1. CA Business Service Insight サービス グループをクリックします。 

2. ［リソースの追加］ - ［汎用サービス］に移動し、ドロップダウン リ

ストから以下のリソースを追加します。 リソースを選択して［次へ］

をクリックし、［完了］をクリックします。  

■ Oblicore - Tomcat 6 

■ Oblicore - ACE2 on JBoss アプリケーション サーバ 

■ Oblicore - アダプタ リスナ 
 

■ Oblicore - アラート 
 

■ Oblicore - ダッシュボード エンジン 
 

■ Oblicore - ログ サーバ 
 

■ Oblicore - PenaltyWriter 
 

■ Oblicore - ScriptHost 

■ Oblicore - タスク ホスト 

■ Oblicore - レポート スケジューラ 

3. CA Business Service Insight サービス グループをクリックします。 
 

4. ［リソースの追加］-［クライアント アクセス ポイント］に移動し、

ネットワーク名および IP アドレスの入力を入力します。 このアクショ

ンには数分かかる場合があります。 設定が完了するまで終了しないで

ください。 

5. ［次へ］-［次へ］-［終了］をクリックします。 
 

リソース依存関係の設定 

次のリスト内の各リソースに対して以下の手順を実行します。 

■ Oblicore - Tomcat 6 

■ Oblicore - ACE2 on JBoss アプリケーション サーバ 

■ Oblicore - アダプタ リスナ 

■ Oblicore - ダッシュボード エンジン 

1. リソースをダブルクリックします。  

2. ［依存関係］タブに移動します。 

3. アクセス ポイント ネットワーク名を選択して、［OK］をクリックし

ます。 
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クラスタ グループへのリソースの追加 

1. Oblicore - Current_Status_Engine リソースを CA Business Service Insight - 

現在のステータス グループに追加します。 

2. Oblicore - PSLWriter リソースを CA Business Service Insight - ACE1 Writer 

グループに追加します。 

3. 各追加 PSLWriter サービスのリソースを作成し、サービスを CA Business 

Service Insight ACE1 Writer グループに追加します。 

4. Oblicore - PslWorker1 リソースを CA Business Service Insight - ACE2 

Worker グループに追加します。 
 

メッセージ キュー サービスの追加 

1. フェールオーバ クラスタ管理プログラムを開きます。 

2. コンソール ツリーに移動し、［サービスとアプリケーション］をク

リックします。 

3. ［サービスまたはアプリケーションの構成］をクリックします。 
 

4. 高可用性ウィザードが表示されます。 
 

5. ［メッセージ キュー］を選択し、［次へ］をクリックします。 
 

6. ウィザードに従って設定を完了します。 
 

7. サーバー マネージャを開きます。 ［機能］-［メッセージ］-［専用キュー］

に移動します。 各アプリケーション サーバ ノードで、専用キュー ス

トレージ フォルダ内のすべてのキューを削除します。 
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8. フェールオーバ クラスタ管理プログラムを開きます。 ［メッセージ 

キュー サービス］を右クリックし、［メッセージ キュー］-［専用

キュー］を開きます。 各アプリケーション サーバ ノードで、専用

キュー ストレージ フォルダ内のすべてのキューを削除します。 

9. ［メッセージ キュー サービス］を右クリックし、［MSMQ の管理］ - 

［メッセージ キュー］ - ［専用キュー］をクリックして、以下のキュー

を作成します。 

■ OG アラート 

■ OG アダプタ リスナ 

■ OG ダッシュボード 

■ OG 現在のステータス 

リソースの開始 

1. すべてのリソースをオンラインにします。 
 

Web サーバの設定 

次の手順に従ってください： 

1. ネットワーク負荷分散をセットアップします。 

Microsoft TechNet ガイドの手順

（http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754833(WS.10).aspx）に従

います。 

2. ［プログラム ファイル］ - ［Oblicore］に移動します。 

3. ブックレット テンプレート フォルダ、エクスポート テンプレート 

フォルダ、およびパッケージ フォルダを Web 共有フォルダにコピー

します。 
 

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754833(WS.10).aspx
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アダプタ サーバの設定 

次の手順に従ってください： 

1. 最初の CA Business Service Insight アダプタ クラスタ サーバ ノードに接

続します。 

2. フェールオーバ クラスタ管理プログラムを開きます。 

3. コンソール ツリー内で、［サービスおよびアプリケーション］をク

リックします。 
 

4. ［その他のアクション］から［空のサービスまたはアプリケーション

の作成］をクリックします。 
 

5. ［Oblicore］ - ［アダプタ展開］をクリックします。 
 

6. ［その他のアクション］ - ［リソースの追加］ - ［汎用サービス］をク

リックして、Oblicore – AdapterDeployment リソースを追加します。 
 

7. ¥Program Files¥Oblicore¥Adapters に移動し、展開したアダプタ フォル

ダをクラスタ化共有フォルダ（ディスク S）のアダプタ フォルダにコ

ピーします。 

注： アダプタ パスがクラスタ ドライブ上の正しいアダプタ フォルダ 

パスを指していることを確認します。 
 

8. 各アダプタ クラスタ サーバ ノードで、レジストリ エディタを開き、

［HKEY_LOCAL_MACHINE］ - ［SOFTWARE］ - ［Oblicore］ - ［アダプタ］

に移動します。 AdaptersDir 文字列に値 S:¥Adapters が含まれることを

確認します。 

9. リソースを右クリックして、［このリソースをオンラインにする］を

クリックします。 
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インストールの完了 
CA Business Service Insight がエラーなしで動作するには、インストールを完

了します。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Business Service Insight の Web サイトにログインします。 

2. 選択したタイム ゾーンに時間オフセットが一致することを確認しま

す。 

3. 夏時間の日付がお住まいの場所に一致することを確認します。 

4. ［管理］ - ［サイト設定］ - ［詳細］をクリックし、以下のパラメータ

を更新します。 

 

［設定］フォルダ パラメータ 値 

ACE2 ACE2 サーバ アプリケーション サーバの共有アドレス。 

デフォルト： bsiapp 

アダプタ ウィザード アダプタ リスナ アド

レス 

アプリケーション サーバの共有アドレス。 

デフォルト： bsiapp 

ダッシュボード、アド

レス 

ダッシュボード サー

ビス URL 

アプリケーション サーバの共有アドレス。 

デフォルト： bsiapp 

ダッシュボード、現在

のステータス関連設定 
■ リモートの現在の

ステータス リスナ

の URL 

■ ダッシュボード エ

ンジン リスナ ア

ドレス 

注： これらのパラメー

タは Windows Server 

2008 R2 でのみ更新し

ます。 

アプリケーション サーバの共有アドレス。 

デフォルト： bsiapp 
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キュー ■ 現在のステータス 

MSMQ マシン 

■ ダッシュボード 

MSMQ マシン 

■ デフォルト MSMQ 

マシン 

アプリケーション サーバの共有アドレス。 

デフォルト： bsiapp 

レポート ブックレット パス 

注： デフォルトでは、

GUI で［ブックレット 

パス］を編集できませ

ん。 
t_system_configuration

s 内のパラメータを更

新するか、

Changeable_in_gui を Y 

に設定します。 

共有ストレージ フォルダ/ブックレットのパス

の場所 

SMI アプリケーション 

サーバ 

SMI アプリケーション 

サーバ ホスト 

アプリケーション サーバの Tomcat 共有ネット

ワーク IP アドレス。 

システム Web サーバ Web NLB アドレス。 
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（オプション）プロキシ プレフィックスの更新 

リバース プロキシが CA Web サイトに転送するリクエストをサポートす

るには、web.config ファイルの「AppSettings」セクションで プレフィック

ス文字列を ProxyPrefix キー値として入力します。 このプレフィックス文

字列は、プロキシ設定で CA Web サイトにリクエストをルーティングする

ように設定されています。  

1. Web サイトがリバース プロキシに正しくルーティングされることを

確認します。 プロキシ値のスペルが正しく、2 つのスラッシュ間に入

力されていること（"/prefix/"）を確認します。 

たとえば、CA Web サイトにマッピングされているプレフィックスが

「ca」の場合、web.confi を以下のように更新します。 

<appSettings> 

<add key="ProxyPrefix" value="/ca/" /> 

</appSettings> 

ProxyPrefix キーが存在しない場合やその値が空の文字列の場合、Web 

サイトは標準モードで動作します。 

2. プロキシ設定にヘッダを追加します。 以下のヘッダ キーを使用します。 

「X-Forwarded-CA-Oblicore-Proxy」 
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第 6 章： CA Business Service Insight のアップ

グレード方法 
 

システム管理者は、定期的に CA Business Service Insight を更新することが

重要です。 アップグレードにより、すべての新機能およびバグ修正を利

用できます。 

アップグレード ファイルはプログラムを実行しているサーバを認識し、

必要なファイルを更新します。 最初に、Alerts サービスが含まれるアプリ

ケーション サーバをアップグレードします。 マイグレーション スクリプ

トは、アラート サービスがインストールされたアプリケーション サーバ

上で自動的に実行されます。 

マルチサーバ環境にアップグレードするには、最初にアプリケーション 

サーバでアップグレード処理を実行します。 次に、Web サーバでアップ

グレードを実行します。 アプリケーション サーバでアップグレードする

と、自動的にデータベース マイグレーションが実行されます。 
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このシナリオを使用し、プロセスについて段階的に説明します。 

 
 

1. 前提条件の確認 (P. 73)。 

2. ファイルとフォルダのバックアップ (P. 74)。 

3. アップグレードの準備 (P. 75)。 

4. Web ウェブサイトの存在確認 (P. 75)。 

5. CA Business Service Insight のアップグレード (P. 76)。 

6. アップグレードの完了 (P. 80)。 

7. （オプション）プロキシ文字列の更新 (P. 81)。 

8. （オプション） API の更新 (P. 82)。 
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前提条件の確認 

アップグレードの実行が可能であるかどうかを確認するには、以下の前提

条件を確認します。 

■ CA Business Service Insight バージョン 7.0 SP1 以降がインストールされ

ている。 

■ SYSDBA アクセス権限がある。 
 

■ データベースの各テーブル スペースに少なくとも 15 パーセントの未

割当領域があること。  

注： autoextend がオンになっている場合、データ ファイルの maxsize が

データファイルの現在のサイズの少なくとも 15 パーセント以上に

なっていることを確認します。 
 

■ データベース テーブルスペースが含まれる各物理デバイスの未割当

領域が、デバイスのすべてのテーブルスペースの合計サイズの少なく

とも 15 パーセントであること。 
 

■ Oracle OLEDB Provider がアプリケーション サーバと Web サーバにイ

ンストールされていること。 

■ ODAC 11.2 リリース 4 32 ビット（ODAC112040Xcopy_32bit）を Web サー

バにインストールします。 

ODAC をインストールするには、以下のコマンドを使用します。 

Install.bat all c:¥unique_installation_path¥odac myhome true 
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ファイルとフォルダのバックアップ 

アップグレード中に情報を失わないようにするため、以下のファイルと

フォルダをバックアップします。 

注： ロールバックを実行するには、すべてのバージョンをアンインストー

ルし、前のバージョンをインストールし、バックアップ データをインポー

トします。 

次の手順に従ってください： 

1. データベース ダンプを実行します。 

2. カスタマイズされたすべてのファイルをバックアップします。 以下の

ファイルがカスタマイズ可能です。 

■ LoginCommon.asp 

■ RedirectToLogin.asp 

■ SilentLogin.asp 
 

■ AcceptLogin.asp 
 

■ Web.config 
 

■ Registry.xml 
 

■ Index.asp（シングル サインオン用） 
 

■ logo.jpg 
 

■ logo.gif 
 

■ logobg.gif 
 

■ logout1.gif 
 

■ logout2.gif 

■ Reportlogo （およびダッシュまたはレポート エクスポートなど、

その他のロゴ） 

3. （オプション）言語パッケージをバックアップします。 
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アップグレードの準備 

アップグレードを確実に成功させるには、アップグレードを開始する前に

以下のタスクを実行します。 

次の手順に従ってください： 

1. 英語でない地域言語設定を使用している場合、英語（米国）にそれを

変更します。 

注： アップグレードに別の言語設定を使用した場合、エラーを引き起

こす可能性があります。 

2. すべての Oblicore サービスを停止します。 

3. IIS Manager で、Web サーバを停止します。 

重要：  WWW サービスまたは IIS Admin サービスを停止しないでくだ

さい。 
 

4. 分散トランザクション コーディネータ サービスを開始します。 

注： このサービスが必要なのは、アップグレード時のみです。 
 

5. oblicore_privs.sql を実行します。 このスクリプトは、インストール CD 

の SetupDB¥Migration フォルダ内にあります。 

注： db 所有者アカウントが oblicore でない場合は、.sql ファイルを更新

して db 所有者アカウントに権限を付与します。 

6. job_queue_processes パラメータが Init.ora ファイルで 2 に設定されて

いることを確認します。 
 

Web サイトの存在確認 

Web サイトが機能することを確認するには、サーバの Web サイトの存在

を確認します。 お使いのサーバ トポロジに適用されるオプションを選択

します。 

次の手順に従ってください： 

サーバはアプリケーション サーバとしてのみ指定されます。 

1. アプリケーション サーバのレジストリを開き、以下のエントリを参照

します： HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Oblicore¥Install Data  

2. WWWRootFolderLocation 文字列値が存在する場合は、削除します。 
 



CA Business Service Insight のアップグレード 
 

76  インストール ガイド 
 

サーバがアプリケーション サーバとしてのみ指定されることはありません。 

1. Web または Web サービス サーバのレジストリを開き、以下のエント

リを参照します： HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Oblicore¥Install 
Data 

2. WWWRootFolderLocation 文字列値が存在することを確認します。 

3. この文字列値のデータに Web フォルダのフォルダ パスが含まれてい

ることを確認します。 

注： 64 ビット システムでは、エントリは次のとおりです： 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥WOW6432node¥Oblicore¥Install Data 

 

CA Business Service Insight のアップグレード 

CA Business Service Insight の新しい機能を利用するには、最新のバージョン

にアップグレードします。 

次の手順に従ってください： 

1. サーバ フォルダの Cloud_Insight_Server_8.3.exe をダブルクリックし、

［次へ］をクリックします。 

2. インストール言語を選択し、［OK］をクリックします。 
 

3. ［インストール］をクリックします。 
 

4. インストール ウィザードの［次へ］をクリックします。 
 

5. 使用許諾契約に同意し、［次へ］をクリックします。 
 

6. サードパーティ CD の場所を選択し、［次へ］をクリックします。 
 

7. （オプション）インストーラにより以前の JBoss コンポーネントをク

リーンアップする指示が表示された場合は、クリーンアップを選択し、

［次へ］をクリックします。 

注： JBoss の旧バージョンがインストールされている場合にのみ、この

プロンプトが表示されます。 

アップグレード ダイアログ ボックスが開きます。 
 

8. 開いたダイアログ ボックスごとに、各パラメータの値を入力し、［次

へ］をクリックします。 

注： 詳細については、「アップグレード ダイアログ ボックス (P. 77)」

を参照してください。 
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9. 設定が正しいことを確認し、［次へ］をクリックします。 

インストールが開始されます。 

［マイグレーション スクリプトの実行］を選択した場合、手順に従い

ます。 

10. ［完了］をクリックしてアップグレードを確定します。  

システムが再起動します。 
 

アップグレード ダイアログ ボックス 

インストール ウィザードには、情報を更新するために CA Business Service 

Insight が使用するダイアログ ボックスが含まれます。 選択する機能に関

連するダイアログ ボックスのみが開きます。 

以下の表は、アップグレード ダイアログ ボックスと関連するパラメータ

および値を一覧にまとめたものです。 

重要：  ダブル ダガー（‡）が付いているエントリにはダブル バイト文字を

使用することができません。 

注： Oracle の命名規則では、特定の文字の使用がサポートされていません。 

Oracle の特定の要件（ASCII など）および制限（特殊文字やダブル バイト

文字など）については、Oracle の資料を参照してください。 
 

 

ダイアログ 

ボックス名 

パラメータ 値 メモ 

データベー

ス作成 

マイグレーション ス

クリプトの実行 

選択または選択解除 CA Business Service Insight 

Alerts サービスが含まれるア

プリケーション サーバで自動

的に選択されます。 

 Oblicore データベース 

インスタンス TNS 名 

TNSNAMES.ORA ファイル

に表示されているとおり

に TNS 名を入力します。 
‡ 

CA Business Service Insight デー

タベース インスタンス TNS 

名。 

 スキーマ ユーザ名 アップグレードするス

キーマ ユーザの名前を

入力します。 
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ダイアログ 

ボックス名 

パラメータ 値 メモ 

 スキーマのパスワー

ド 

アップグレードするス

キーマ ユーザのパス

ワードを入力します。 

デフォルト： Oblicore 
 

 システム パスワード システム ユーザ パス

ワードを入力します。 

 

ログイン情

報 

ユーザ名 ユーザの名前。 ‡ デフォルト： インストールに

使用するユーザ アカウント。   

注： ユーザおよびパスワード

を専用ドメイン アカウントに

変更することをお勧めしま

す。 

 パスワード ユーザのパスワード。 ‡  

 ［新規ユーザの情報］

ボタン 

［新規ユーザ情報］行を

参照。 

 

新規ユーザ

の情報 

ドメインまたはサー

バ 

ローカル サーバの名前。  

 グループ 管理人  

 ユーザ名 ユーザの名前。  

 パスワード ユーザのパスワード。 会社の方針に準拠します。 

 パスワードの確認 パスワードの確認。  
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設定ファイルとそれに関連したパラメータを以下の表に示します。 

重要：  以下の設定テーブルで、いずれのエントリに対してもダブル バイト

文字を割り当てないでください。 

注： * マークが付いているパラメータの値は、一重引用符で始まり、円記

号と一重引用符で終わる必要があります（例： 'C:¥Temp¥'）。 

設定ファイル パラメータ デフォルト値 特記事項 

Config_Ini.ini ORGANIZATION_NAME 組織名 組織名に特殊文字（& 

など）が含まれている

場合は、その特殊文字

の前に ^ 文字を挿入し

ます（たとえば、AB&C 

の場合は、「AB^&C」

と表記します）。 

 TEMPLATE_PATH* '<インストール 

ディレクトリ
>¥Export 
Templates¥' 

エクスポート テンプ

レート フォルダの場

所 

 BOOKLET_TEMPLATE_PATH* '<インストール 

ディレクトリ
>¥Booklet 
Templates¥' 

ブックレット テンプ

レート フォルダの場

所 

 WEB_SERVER Web サーバの名前  

 DB_NAME   

 OBLICORE_USER   

 OBLICORE_PASS Oblicore データベースにおける 
CA Business Service 

Insight ユーザ パスワー

ド 

 MPX_CONFIGURATION_DIRECTORY* '<インストール 

ディレクトリ
>¥Packages¥Configu
ration¥' 

パッケージ設定フォル

ダの場所 

 MPX_INPUT_DIRECTORY* '<インストール 

ディレクトリ
>¥Packages¥' 

パッケージ入力フォル

ダの場所 
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設定ファイル パラメータ デフォルト値 特記事項 

 MPX_LOG_DIRECTORY* '<インストール 

ディレクトリ
>¥Packages¥Log¥' 

パッケージ ログ フォ

ルダの場所 

 MPX_OUTPUT_DIRECTORY* '<インストール 

ディレクトリ
>¥Packages¥' 

パッケージ出力フォル

ダの場所 

 MPX_TEMP_DIRECTORY* '<インストール 

ディレクトリ
>¥Packages¥Temp¥' 

パッケージ一時フォル

ダの場所 

 

アップグレードの完了 

アップグレードを完了するには、以下のタスクを実行します。 

重要：  CA Business Service Insight をアップグレードした後に sadmin として

ログインします。 デフォルトのパスワードは「sadmin」です。 

次の手順に従ってください： 

1. すべてのサーバを再起動します。 

2. IIS Manager で、Web サーバを起動します。 
 

3. （オプション）パブリック シノニムからプライベート シノニムに変更

するには、データベースで以下のいずれかのプロシージャを呼び出し

ます。 

begin 

prc_recreate_all_synonyms ('YES'); 

end 

または 

exec prc_recreate_all_synonyms ('YES'); 
 

4. （オプション）データベースで oblidbadmin アカウントをロックします。 

データベースに接続し、以下のコマンドを実行します。 

alter user oblidbadmin account lock; 
 

5. （オプション） oblidbadmin パスワードを変更します。 データベース

に接続し、以下のコマンドを実行します。 

alter user oblidbadmin identified by ‘<new_password>’; 
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6. 選択したタイム ゾーンに時間オフセットが一致することを確認しま

す。 

7. 夏時間の日付がお住まいの場所に一致することを確認します。 

これで CA Business Service Insight が最新のバージョンになりました。 
 

プロキシ プレフィックスの更新 

リバース プロキシが CA Web サイトに転送するリクエストをサポートす

るには、web.config ファイルの「AppSettings」セクションで プレフィック

ス文字列を ProxyPrefix キー値として入力します。 このプレフィックス文

字列は、プロキシ設定で CA Web サイトにリクエストをルーティングする

ように設定されています。  

1. Web サイトがリバース プロキシに正しくルーティングされることを

確認します。 プロキシ値のスペルが正しく、2 つのスラッシュ間に入

力されていること（"/prefix/"）を確認します。 

たとえば、CA Web サイトにマッピングされているプレフィックスが

「ca」の場合、web.confi を以下のように更新します。 

<appSettings> 

<add key="ProxyPrefix" value="/ca/" /> 

</appSettings> 

ProxyPrefix キーが存在しない場合やその値が空の文字列の場合、Web 

サイトは標準モードで動作します。 

2. プロキシ設定にヘッダを追加します。 以下のヘッダ キーを使用します。 

「X-Forwarded-CA-Oblicore-Proxy」 
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API の更新 

8.1 より前のバージョンの API コードを使用するには、API インターフェー

スを更新します。 

注： 詳細については、「CA Business Service Insight SDK Guide」の「API 

Backwards Compatibility」を参照してください。 

次の手順に従ってください： 

1. 8.3 の WSDL を使用し、契約サービス、ポートフォリオ サービス、リポ

ジトリ サービスのプロキシ クラスを作成します。 最後のインストー

ルからの WSDL を 8.0 より前のバージョンに使用します。 

2. API コードを再コンパイルします。 

注： コンパイル エラーがある場合、手動で変更する必要があるコード

を探します。 新しい API に加えられた変更（フィールドの順序や型）

に従ってコードを更新します。 これらを変更した後で API コードを再

コンパイルします。 
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第 7 章： 旧バージョンからのアップグレード 
 

CA Business Service Insight の現在のアップグレードは、7.0 SP1 以降のバー

ジョンからのアップグレードをサポートしています。 バージョン 7.0 およ

びすべての旧バージョンからのアップグレードについては、以下のプロセ

スを使用します。 

1. データベース ダンプを実行し、カスタマイズしたすべてのファイルを

バックアップします。 

2. クリーン インストールによって新バージョンをインストールします。 

詳細については、「CA Business Service Insight をインストールする方法 

(P. 23)」を参照してください。 

3. データベースを新規インストールにマイグレートします。 

4. （オプション）古いブックレットを新しいデータベースにインポート

するには、bookletdocumentloader.exe を実行します。  

a. インストール CD のマイグレーション フォルダで実行可能ファイ

ルを見つけます。 

b. ファイルを実行します。 

c. 画面上の指示に従います。 
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第 8 章： 高可用性展開をアップグレードす

る方法 
 

システム管理者には、CA Business Service Insight インストールをメンテナン

スする責任があります。 CA Business Service Insight を更新して最新の拡張

機能および修正を実装します。 

このシナリオを使用し、プロセスについて段階的に説明します。 

 

1. 前提条件の確認 (P. 86) 

2. アップグレードの準備 (P. 75) 

3. サーバのアップグレード (P. 87) 

4. サーバの設定 (P. 90) 

5. アップグレードの完了 (P. 80) 
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前提条件の確認 

アップグレードの実行が可能であるかを確認するには、以下の前提条件を

確認します。 

■ CA Business Service Insight バージョン 7.0 SP1 以降がインストールされ

ている。 

■ SYSDBA アクセス権限がある。 
 

■ データベースの各テーブル スペースに少なくとも 15 パーセントの未

割当領域があること。  

注： autoextend がオンになっている場合、データ ファイルの maxsize が

データファイルの現在のサイズの少なくとも 15 パーセント以上に

なっていることを確認します。 
 

■ データベース テーブルスペースが含まれる各物理デバイスの未割当

領域が、デバイスのすべてのテーブルスペースの合計サイズの少なく

とも 15 パーセントであること。 

■ Oracle OLEDB Provider がアプリケーション サーバおよび Web サーバ

にインストールされている。 

■ データベース ダンプが実行され、カスタマイズしたすべてのファイル

がバックアップされている。 
 

アップグレードの準備 

アップグレードを確実に成功させるには、アップグレードを開始する前に

以下のタスクを実行します。 

次の手順に従ってください： 

1. 英語でない地域言語設定を使用している場合、英語（米国）にそれを

変更します。 

注： アップグレードに別の言語設定を使用した場合、エラーを引き起

こす可能性があります。 

2. すべての Oblicore サービスを停止します。 

3. IIS Manager で、Web サーバを停止します。 

重要：  WWW サービスまたは IIS Admin サービスを停止しないでくだ

さい。 
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4. 分散トランザクション コーディネータ サービスを開始します。 

注： このサービスが必要なのは、アップグレード時のみです。 
 

5. oblicore_privs.sql を実行します。 このスクリプトは、インストール CD 

の SetupDB¥Migration フォルダ内にあります。 

注： db 所有者アカウントが oblicore でない場合は、.sql ファイルを更新

して db 所有者アカウントに権限を付与します。 

6. job_queue_processes パラメータが Init.ora ファイルで 2 に設定されて

いることを確認します。 
 

サーバのアップグレード 

CA Business Service Insight をアップグレードするには、各サーバに 

Cloud_Insight_Server_8.3.exe をコピーして、必要なアップグレード タスク

を実行します。 
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アプリケーション サーバのアップグレード 

次の手順に従ってください： 

1. 最初のアプリケーション クラスタ サーバ ノードに接続します。 

2. クラスタ アドミニストレータ プログラムを開きます。 

3. ［操作］で、［クラスタへの接続を開く］を選択します。 

4. ［クラスタまたはサーバ名］で、アプリケーション クラスタ名を選択

して［OK］をクリックします。 

5. クラスタ グループおよび共有フォルダ上で、最初のアプリケーション 

クラスタ ノードがすべての Oblicore サービスの所有者であることを

確認します。 

6. 各 CA Business Service Insight サービスのクラスタ化グループを右ク

リックして、［オフラインにする］（Take Offline）をクリックします。 

7. 共有フォルダを右クリックして、［オフラインにする］（Take Offline）

をクリックします。 

8. クラスタ グループがオンラインであり、最初のアプリケーション クラ

スタ ノードが所有者であることを確認します。 

9. Cloud_Insight_Server_8.3.exe を実行し、ウィザードに従ってアップグ

レードします。 

注： 詳細については、「CA Business Service Insight のアップグレード (P. 

76)」を参照してください。 

10. 最初のアプリケーション クラスタ サーバ ノードを再起動します。 

11. 各アプリケーション クラスタ サーバ ノードに対して手順 5 ～ 10 を

繰り返します。 現在のクラスタ ノードが所有者であることを確認しま

す。 
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Web サーバのアップグレード 

次の手順に従ってください： 

1. 最初の Web サーバ ノードに接続します。 

2. Cloud_Insight_Server_8.3.exe を実行し、ウィザードに従ってアップグ

レードします。 

注： 詳細については、「CA Business Service Insight のアップグレード (P. 

76)」を参照してください。 

3. 最初の Web サーバ ノードを再起動します。 

4. 各 Web サーバ ノードで手順 1 ～ 3 を繰り返します。 
 

アダプタ サーバのアップグレード 

このセクションでは、CA Business Service Insight アダプタ サーバをアップ

グレードする方法について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. 最初のアダプタ クラスタ サーバ ノードに接続します。 

2. クラスタ アドミニストレータ プログラムを開きます。 

3. ［操作］で、［クラスタへの接続を開く］を選択します。 
 

4. ［クラスタまたはサーバ名］で、アダプタ クラスタ名を選択して［OK］

をクリックします。 
 

5. クラスタ グループおよび共有フォルダ上で、最初のアダプタ クラスタ 

ノードがすべての Oblicore サービスの所有者であることを確認します。 
 

6. クラスタ グループおよび共有フォルダがオンラインであることを確

認します。 
 

7. すべてのアダプタ サービスをオフラインにします。 
 

8. Cloud_Insight_Server_8.3.exe を実行し、ウィザードに従ってアップグ

レードします。 

分散トランザクション コーディネータ サービスが開始されていない

というメッセージが表示される場合がありますが、無視してください。 

注： 詳細については、「CA Business Service Insight のアップグレード (P. 

76)」を参照してください。 
 



サーバの設定 
 

90  インストール ガイド 
 

9. 最初のアダプタ クラスタ サーバ ノードを再起動します。 

10. 各アダプタ クラスタ サーバ ノードで手順 2 ～ 9 を繰り返します。 現

在のクラスタ ノードが所有者であることを確認します。 
 

サーバの設定 

操作を続行するには、サーバを設定します。 
 

アプリケーション サーバの設定 

次の手順に従ってください： 

クラスタで動作する MSMQ の設定 

1. 各 CA Business Service Insight アプリケーション サーバ ノードで、［プ

ライベート キュー］ストレージ フォルダ内のすべてのキューを削除し

ます。 

2. MSTDC リソースがクラスタ化されていることを確認します。 
 

3. クラスタ アドミニストレータ プログラムを開くことにより、MSMQ リ

ソースおよびグループ（仮想サーバ）の作成および設定を行います。 
 

4. ［操作］で、［クラスタへの接続を開く］を選択します。 
 

5. ［クラスタまたはサーバ名］で、アプリケーション クラスタ名を選択

します。 

6. コンソール ツリー内で、［クラスタ グループ］をクリックします。 
 

MSMQ リソースの追加 

1. ［ファイル］ - ［新規］ - ［リソース］をクリックします。 

新しいリソース ウィザードが開きます。 

2. ［名前］に「クラスタ化 MSMQ」と入力します。 
 

3. ［メッセージ キュー］を選択し、［次へ］をクリックします。 
 

4. ［実行可能な所有者］ページで、［次へ］をクリックします。 
 

5. ［依存関係］（Dependencies）ページの利用可能なリソースの下から、

タイプがネットワーク名のリソースを選択して［追加］をクリックし

ます。 
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6. ディスク S（タイプが物理ディスクのリソース）を選択し、［追加］

をクリックします。 

7. ［完了］をクリックします。 

8. 「クラスタ化 MSMQ」リソースをオンラインにします。 
 

一般リソースの追加 

1. コンソール ツリー内で、［クラスタ グループ］をクリックします。 

2. ［ファイル］ - ［新規］ - ［リソース］をクリックします。 

新しいリソース ウィザードが開きます。 
 

3. ［名前］に「クラスタ化コンピュータの管理」と入力します。 
 

4. ［汎用アプリケーション］（Generic Application）を選択し、［次へ］

をクリックします。 
 

5. ［実行可能な所有者］ページで、［次へ］をクリックします。 
 

6. ［依存関係］（Dependencies）ページの利用可能なリソースの下から、

タイプがネットワーク名のリソースを選択して［追加］をクリックし

ます。 
 

7. クラスタ化 MSMQ リソースを選択し、［追加］をクリックします。 
 

8. ［次へ］をクリックします。 
 

9. ［コマンド ライン］に「mmc compmgmt.msc」と入力します。 
 

10. ［現在のディレクトリ］（Current Directory）に「%windir%¥system32」

と入力します。 
 

11. ［ネットワーク名をコンピュータ名に使用する］（Use Network Name 

for the computer name）および［デスクトップとの対話をアプリケー

ションに許可する］を選択します。 

12. ［次へ］をクリックして、［完了］をクリックします。 

13. 「クラスタ化コンピュータの管理」リソースをオンラインにします。  

注： MSMQ の詳細については、Microsoft の Web サイトを参照してくださ

い。 
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内部リソースの追加 

注： ほとんどのリソースは存在しますが、古いグループ名が付いています。 

グループを改訂して、新規インストールの名前と同じ名前にします。 

1. ［ファイル］ - ［新規］ - ［リソース］をクリックします。  

2. 以下のリソースを追加します。 

■ Oblicore - Tomcat 6 

■ Oblicore - ACE2 on JBoss アプリケーション サーバ 

■ Oblicore - アダプタ リスナ 
 

■ Oblicore - アラート 
 

■ Oblicore - ダッシュボード 
 

■ Oblicore - ログ サーバ 
 

■ CA Business Service Insight -サービス FQDN 
 

■ Oblicore - PenaltyWriter 
 

■ Oblicore - ScriptHost 
 

■ Oblicore - タスク ホスト 

■ CA Business Service Insight - サービス パブリック クラスタ IP 

■ Oblicore - ReportsScheduler 
 

3. Oblicore - Current_Status_Engine リソースを CA Business Service Insight- 

現在のステータス グループに追加します。 
 

4. Oblicore - PSLWriter リソースを CA Business Service Insight-ACE1 Writer 

グループに追加します。 
 

5. Oblicore - Current_Status_Engine リソースを CA Business Service 

Insight-ACE2 Worker に追加します。 

6. Oblicore - PslWorker1 リソースを CA Business Service Insight - ACE2 

Worker グループに追加します。 

7. すべてのリソースをオンラインにします。 
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Web サーバの設定 

注： ネットワーク負荷分散を作成するには、Microsoft TechNet ガイドの手

順（http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754833(WS.10).aspx）に従

います。 

次の手順に従ってください： 

1. ［プログラム ファイル］ - ［Oblicore］に移動します。 

2. ブックレット テンプレート フォルダ、エクスポート テンプレート 

フォルダ、およびパッケージ フォルダを Web 共有フォルダにコピー

します。  

3. ブックレット パスを更新します。 

注： デフォルトでは、GUI で［ブックレット パス］を編集できません。 

t_system_configurations 内のパラメータを更新するか、

Changeable_in_gui を Y に設定します。 
 

アダプタ サーバの設定 

次の手順に従ってください： 

1. 最初の CA Business Service Insight アダプタ クラスタ サーバ ノードに接

続します。 

2. クラスタ アドミニストレータ プログラムを開きます。 

3. ［パラメータ］タブ内の Oblicore - AdapterDeployment サービス名を 

AdapterDeployment に変更します。 
 

4. ¥Program Files¥Oblicore¥Adapters に移動し、展開したアダプタ フォル

ダをクラスタ化共有フォルダ（ディスク S）のアダプタ フォルダにコ

ピーします。 

注： アダプタ パスがクラスタ ドライブ上の正しいアダプタ フォルダ 

パスを指していることを確認します。 
 

5. 各アダプタ クラスタ サーバ ノードで、レジストリ エディタを開き、

［HKEY_LOCAL_MACHINE］ - ［SOFTWARE］ - ［Oblicore］ - ［アダプタ］

に移動します。 AdaptersDir 文字列に値 S:¥Adapters が含まれることを

確認します。 

6. すべてのアダプタ サービスをオンラインにします。 
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アップグレードの完了 

アップグレードを完了するには、以下のタスクを実行します。 

重要：  CA Business Service Insight をアップグレードした後に sadmin として

ログインします。 デフォルトのパスワードは「sadmin」です。 

次の手順に従ってください： 

1. すべてのサーバを再起動します。 

2. IIS Manager で、Web サーバを起動します。 
 

3. （オプション）パブリック シノニムからプライベート シノニムに変更

するには、データベースで以下のいずれかのプロシージャを呼び出し

ます。 

begin 

prc_recreate_all_synonyms ('YES'); 

end 

または 

exec prc_recreate_all_synonyms ('YES'); 
 

4. （オプション）データベースで oblidbadmin アカウントをロックします。 

データベースに接続し、以下のコマンドを実行します。 

alter user oblidbadmin account lock; 
 

5. （オプション） oblidbadmin パスワードを変更します。 データベース

に接続し、以下のコマンドを実行します。 

alter user oblidbadmin identified by ‘<new_password>’; 
 

6. 選択したタイム ゾーンに時間オフセットが一致することを確認しま

す。 

7. 夏時間の日付がお住まいの場所に一致することを確認します。 

これで CA Business Service Insight が最新のバージョンになりました。 
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付録 A: 通信プロトコルの概要 
 

CA Business Service Insight は多層アプリケーションであり、展開できるサー

バ数に制限はありません。 ほとんどの展開で標準の 3 層モデルが使用され、

さまざまな理由により物理サーバ間にファイアウォールが設置されてい

るケースが多く見られます。 ファイアウォールを設定して、CA Business 

Service Insight コンポーネント間の通信を可能にします。 

 

 
 

プロセス/コンポーネント 

以下の表に、ゾーン間で通信するプロセスおよびコンポーネントを示しま

す。 

 

ゾーン プロセス/コンポーネント メモ 

 

 

 

Web 

IIS Web サーバ 

 

クライアント ブラウザに Web 

コンテンツを提供し、データ

ベースからデータを取得しま

す。 

  

COM+ コンポーネント DB に対してアクションを実行

し、データを取得して、SMTP 

メッセージを送信します。 
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API 

 

受信 Web サービス リクエスト

を処理します。 

認証サービス（SSO/LDAP） 

 

外部認証リクエストを処理し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプリケーション 

アダプタ リスナ サービス 

 

アダプタ インスタンスからの

受信アダプタ接続を処理しま

す。 

アダプタ展開サービス ローカルに展開される管理対

象アダプタを展開および制御

します。 

ログ サーバ BSI COM+ コンポーネントおよ

びアプリケーション サービス

（TaskHost やアラートなど）か

らのすべての受信メッセージ

をログ記録します。 

ダッシュボード サービス ダッシュボード コンポーネン

トのステータスおよび結果を

更新します。 

PSL エンジン すべてのサービス レベル結果

を計算し、他の依存アプリケー

ション サービス（ダッシュボー

ド、アラートなど）の情報を提

供します。 

レポート スケジューラ サービ

ス アラート サービス（SMTP） 

アプリケーション サーバから 

SMTP メッセージを送信しま

す。 

アダプタ インスタンス 

 

データ ソースに接続し、アダプ

タ リスナ サービスによって 

Raw データの収集を処理しま

す。 

 

 

データベース 

Oracle データベース 

 

すべてのアプリケーション 

データを格納および管理しま

す。 

データベース リスナ 

 

データベースへの受信接続を

処理します。 
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外部 

アダプタ インスタンス データ ソースに接続し、アダプ

タ リスナ サービスによって 

Raw データの収集を処理しま

す。 

アダプタ展開サービス リモートで展開される管理対

象アダプタを展開および制御

します。 このサービスは、リ

モートで展開される各アダプ

タと同じマシン上に展開する

必要があります。 
 

ポートおよびプロトコル 

以下の表に、CA Business Service Insight プロセスおよびコンポーネント用の

ポートおよびプロトコルを示します。 

 

プロセス（ソー

ス） 

FW
# 

デスティネーション プロトコル デフォルト 

ポート 

方向 変更可能 

Web ゾーンから発信 

IIS Web サー

バ 

#2 ログ サーバ 

（アプリケー

ション サーバ） 

TCP 4040 送信 はい 

IIS Web サー

バ 

#2 アダプタ展開

サービス（アプリ

ケーション サー

バ） 

TCP 1008 両方 はい 

IIS Web サー

バ 

#2 ダッシュボード 

サービス 

（アプリケー

ション サーバ） 

.NET リモー

ト処理 

8004 両方 はい 

IIS Web サー

バ 

#5 認証サービス/

サーバ（外部） 

SOAP/HTTP 4515 両方 はい 

IIS Web サー

バ 電子メー

ル 

#5 SMTP サーバ（外

部） 

SMTP 25 送信 いいえ 
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COM+ コン

ポーネント 

#4 データベース 

サーバ 

TCP （SQL 

*Net） 

1521 両方 はい 

アプリケーション ゾーンから発信 

レポート ス

ケジューラお

よび 

アラート 

サービス 

#5 SMTP サーバ（外

部） 

SMTP 25 送信 いいえ 

すべての保証

サービス 

（アラート、

ダッシュボー

ドなど） 

#3 データベース 

サーバ 

TCP （SQL 

*Net） 

1521 両方 はい 

アダプタ

（ローカルで

ホスト） 

#5 外部データ ソー

ス 

TCP/ファイ

ル 

アプリケー

ション定義 
** 

両方 はい 

アダプタ（リ

モートでホス

ト） 

#5 外部データ ソー

ス 

TCP ユーザ定義 
** 

両方 はい 

アダプタ リ

スナ 

#5 リモート アダプ

タ インスタンス 

TCP ユーザ定義 
** 

両方 はい 

外部ゾーンから発信 

クライアント 

PC （外部） 

#1 IIS （Web サーバ） HTTP 

（または 

HTTPS） 

80 (443) 両方 はい 

アダプタ イ

ンスタンス

（リモートで

ホスト） 

#5 アダプタ リスナ

（アプリケー

ション サーバ） 

TCP ユーザ定義 
** 

両方 はい 

外部コール 

アプリケー

ション/マシ

ン 

#5 API サービス 

（Web サーバ） 

SOAP/HTTP 80 両方 はい 
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その他 

 

 

 

MSMQ 

（Microsoft 

メッセージ 

キュー）  

  TCP 1801   

  RDP 135, 
2101/2112, 
2103/2114, 
2105/2116 

  

  UDP 3527, 1801   

 

 

ACE II 

（Aggregation 
and 
Correlation 

Engine）  

   4073, 1298, 
1299, 8283, 
4744, 4645, 
3728, 19201, 
1361, 1363, 
8293, 8280, 
1300, 5546, 
4657 

  

 

 

ACE II コンテ

ンツ転送           

 

   3973, 1198, 
1199, 8183, 
4544, 4545, 
1200, 1201, 
4548, 3628, 
19101, 1261, 
1262, 8193, 
8180, 5546, 
4557 

  

Tomcat    8007 標準

ポート 

  

SOI/SSA 

（Tomcat を

含む Web 

サーバ） 

 SOI サーバ TCP 7090   

Oblisync  CA Business 

Service Insight イ

ンストール 

TCP 8180   
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** アダプタは、関連するデータ ソース、SQL またはファイル ベースのア

クセスの要件に基づいて外部アプリケーションに接続する必要がありま

す。 

++ アダプタは CA Business Service Insight で定義されたポートによって通信

します。 デフォルトでは、アダプタ ウィザードは、6201 より上位のポー

トを自動的に割り当てます。 アダプタ インスタンスまたはアダプタ リス

ナのいずれかから開始する通信を設定します（アダプタからリスナ、また

はリスナからアダプタ）。 ポートは、ポート トリガ機能を使用するファ

イアウォール設定では重要な場合があります。 

開発およびサポート用のアクセスを提供し、ソース データ ファイルの転

送を有効にする、オプションのポートおよび通信を以下の表に示します。 

 

プロセス

（ソース） 

FW# デスティネー

ション 

プロトコル デフォルト 

ポート 

方向 変更可能 

外部ゾーンから発信 

クライア

ント PC 

（外部） - 

リモート 

デスク

トップ 

#1 Web サーバお

よび 

アプリケー

ション サーバ 

 

RDP 3389 両方 はい 

クライア

ント PC 

（外部） - 

ファイル 

システム/

共有 ++ 

#1 Web サーバお

よび 

アプリケー

ション サーバ 

 

IP 経由の 
Netbios/Samb
a 

137, 138, 
139, 445 

両方 はい 

クライア

ント PC 

（外部） - 
FTP/SFTP 
** 

#1 Web サーバお

よび 

アプリケー

ション サーバ 

 

FTP/SFTP 21/22 両方 はい 
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** FTP および SFTP では、CA Business Service Insight に含まれない個別のア

プリケーション ソフトウェアのインストールが必要です。 SFTP は、一般

的にポート 22 上の SSH を通じて実行されます。 

++ これらのポートは、マシンのファイル システムへのアクセスを有効に

します。潜在的なセキュリティ ホールを開くことになるため、信頼でき

る領域にのみ公開する必要があります。 
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付録 B: CA Business Service Insight データ

ベースを Linux プラットフォームにインストー

ルする方法 
 

システム管理者には、CA Business Service Insight のデータベースを準備する

責任があります。 このシナリオでは、Oracle サーバの標準設定について説

明します。 RAC などの特定の設定については、このシナリオで例を示しま

す。 詳細については、Oracle のドキュメントを参照するか、Oracle にお問

い合わせください。 

このシナリオを使用してプロセスについて説明します。 

 

1. アクティブなリスナの追加 (P. 104) 

2. TNS 名の設定 (P. 105) 

3. インストールの準備 (P. 107) 

4. データベースのインストール (P. 109) 
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アクティブなリスナの追加 

アクティブなリスナがない場合は、リスナを作成して設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. Oracle Net Configuration Assistant を起動します。 

2. ［リスナ設定］（Listener configuration）を選択します。 

3. ［追加］を選択し、［次へ］をクリックします。 

4. 「LISTENER」と入力して［次へ］をクリックします。 

5. TCP を［選択済みプロトコル］に移動して、［次へ］をクリックしま

す。 

6. ［標準ポート番号 1521 を使用］を選択して、［次へ］をクリックしま

す。 

アクティブなリスナが作成されます。 

7. Oracle Net Manager でリスナがアクティブであることを確認します。 
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TNS 名の設定 

CA Business Service Insight データベースの作成を有効にするには、ローカル 

ネット サービス名を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. Oracle Net Configuration Assistant を起動します。 

2. ［ローカル ネット サービス名の設定］（Local Net Service Name 

configuration）を選択し、［次へ］をクリックします。 

3. ［追加］を選択し、［次へ］をクリックします。 

4. ［サービス名］に「oblicore」と入力し、［次へ］をクリックします。 

5. 通信用に［TCP］を選択して［次へ］をクリックします。 

6. ［ホスト名］で Oracle サーバの名前を指定して、［標準ポート番号 

1521 を使用］を選択し、［次へ］をクリックします。 

7. ［テストしません］（No, do not test）を選択して［次へ］をクリック

します。 

8. ［ネット サービス名］に「oblicore」と入力し、［次へ］をクリックし

ます。 

9. ［次へ］をクリックします。 

TNSname.ora が /opt/oracle/product/11.2/DB_1/network/admin 以下に作

成されます。 

10. TNS 名がアクティブであることを確認するには、以下のコマンドを実

行します。 

TNSping Oblicore 

以下の例に、予期される出力を示します。 

TNS Ping Utility for Linux: Version 11.2.0.1.0 - Production on 21 - AUG - 2013 

15:31:07 

 

Copyright (c) 1997, 2009, Oracle. All rights reserved. 

 

Used parameter files: 

/opt/oracle/product/11.2/DB_1/network/admin/sqlnet.ora 

 

 

Used TNSNAMES adapter to resolve the alias 

Attempting to contact (SESCRIPTION = (ADDRESS = (Protocol = TCP) (HOST = 6201 - 

lab350- sp) (PORT = 1521))) (CONNECT_DATA = (SERVICE_NAME = oblicore))) 

OK (10 msec) 
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oracle@6201 - LAB350- SP:/Download/Setup/InstallDB> 
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インストールの準備 

インストール用のディレクトリを準備するには、以下のタスクを実行しま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. ディレクトリ SetupDB をインストール CD の¥Server¥program 

files¥CA¥Cloud insight¥から Linux ファイル システムの /Software にコ

ピーします。 

2. 以下のコマンドを実行します。 

■ ログ用のディレクトリを作成する。 

Mkdir –p /Software/SetupDB/InstallDB/Log 

■ インストール スクリプト ファイルにアクセスする権限を Oracle 

ユーザに付与する。 

Chown –R oracle:oinstall /Software/SetupDB 

3. ファイルを dOS 形式から UNIX に変換します。 

a. /InstallDB に BSI-conv.sh を作成します。 

b. 以下のコードをコピーします。  

#!/bin/bash 

dos2unix_recursive() 

{ 

for file in "$1"/*; do 

   if [ ! -d "$file" ] ; then  

     if [ ! -L "$file" ] ; then 

       echo Convert $file to Unix format... 

       dos2unix $file $file 

     fi 

   else 

     if [ ! -L "$file" ] ; then 

       dos2unix_recursive $file 

     fi 

   fi 

done 

} 

 

dos2unix_recursive "$PWD" 

chmod -R +rx *.sh 

c. バッチ ファイルを実行します。 
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4. ディレクトリ /oracle/oblicore が存在することを確認します。 存在しな

い場合は作成します。 

5. /Software/SetupDB/InstallDB/ にある start_parameters.ini を編集します。 

例： 

[DataBaseDetailes] 

OBLICORE_ROOT=/oracle/Oblicore 

DB_NAME=oblicore 

ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/11.2/DB_1 

ORACLE_VERSION =11 

DB_SIZE= large 

SYS_PASS=sys 

OBLICORE_USER=oblicore 

OBLICORE_PASS=oblicore 

OBLIDBADMIN_PASS=oblidbadmin 

DB_CHARSET=utf8 

DB_SYNONYM=public 
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データベースのインストール 

CA Business Service Insight 用のデータベースを用意するには、データベース

をインストールします。 

次の手順に従ってください： 

1. SetupDB¥InstallDB があるディレクトリに移動して、以下のコマンドで

スクリプト ファイルを実行します。 

sh Main.sh 

［コマンド ライン ターミナル］が開きます。 

2. ターミナルの指示に従います。 以下の設定をお勧めします。 

■ 文字セットは UTF8 を使用する。 

■ データベース シノニムをパブリックに設定する。 

3. データベースのパラメータを確認し、データベースの作成を続行しま

す。 

TNSNAME および Database oblicore の作成が開始されます。 このプロセ

スは 10 分以上かかる場合があります。 

4. （オプション）作成ログを表示するには、

/Softwar/SetupDB/InstallDB/Log でファイルを見つけます。 

データベースが使用可能になります。 
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付録 C: MS Word アドオンのインストール 
 

MS Word で［CA BSI］タブの機能を使用するには、MS Word アドオンをイ

ンストールします。 

注： インストール ウィザードには .NET 4 が必要です。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Business Service Insight インストール フォルダの CA BSI Booklet 

Addon.exe をダブルクリックします。 

2. 指示に従ってインストールを完了します。 

3. Word を起動します。  

［CA BSI］タブがリボンに表示されます。 
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付録 D: CA Technologies のデータベース オ

ブジェクト用の命名規則ポリシー 
 

CA Technologies の命名規則ポリシーに関するチェックリストを以下の表

に示します。 データベースの命名規則が CA Technologies のポリシーと異

なる場合、別の命名規則を使用して適切な行に入力します。 インストー

ルを実行する前に、CA Support 部門にお問い合わせください 

CA の命名規則 お客様の命名規則 

テーブルスペース  

TBS_ACE_DATA_TAB_01  

TBS_ACE_INDEX_TAB_01  

TBS_CSL_DATA_TAB_01  

TBS_CSL_INDEX_TAB_01  

TBS_DASH_DATA_01  

TBS_DASH_INDEX_01  

TBS_LOB_DATA_01  

TBS_OBL_DATA_01  

TBS_OBL_INDEX_01  

TBS_PSL_DATA_TAB_01  

TBS_PSL_INDEX_TAB_01  

TBS_OBLIDBADMIN_01  

TBS_SLA_DATA_01  

TBS_SLA_DATA_02  

TBS_SLA_INDEX_01  

TBS_SLA_INDEX_02  

TBS_SMI_DATA_TAB_01  

TBS_SMI_INDEX_TAB_01  

TBS_SMIANA_DATA_TAB_01  

TBS_SMIANA_INDEX_TAB_01   
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CA の命名規則 お客様の命名規則 

テーブルスペース  

CA Technologies ユーザ  

OBLICORE  

OBLIDBADMIN   

OBLIDBADMIN PRIVILEGES  

CONNECT TO OBLIDBADMIN  

UNLIMITED TABLESPACE TO OBLIDBADMIN  

EXECUTE ON DBMS_LOCKTO OBLIDBADMIN  

SELECT ANY DICTIONARY TO OBLIDBADMIN  

CREATE PUBLIC SYNONYM TO OBLIDBADMIN  

DROP PUBLIC SYNONYM TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY SYNONYM TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY SYNONYM TO OBLIDBADMIN  

CREATE TABLE TO OBLIDBADMIN  

CREATE VIEW TO OBLIDBADMIN  

CREATE SEQUENCE TO OBLIDBADMIN  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO OBLIDBADMIN WITH 
ADMIN OPTION 

 

ALTER DATABASE TO OBLIDBADMIN  

ALTER SESSION TO OBLIDBADMIN  

EXECUTE ANY PROCEDURE TO OBLIDBADMIN  

SELECT ANY TABLE TO OBLIDBADMIN  

GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE TO OBLIDBADMIN  

GRANT ANY PRIVILEGE TO OBLIDBADMIN  

CREATE TABLESPACE TO OBLIDBADMIN  

ALTER TABLESPACE TO OBLIDBADMIN  

DROP TABLESPACE TO OBLIDBADMIN  

CREATE USER TO OBLIDBADMIN  
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CA の命名規則 お客様の命名規則 

テーブルスペース  

ALTER USER TO OBLIDBADMIN  

DROP USER TO OBLIDBADMIN  

CREATE ROLE TO OBLIDBADMIN  

ALTER ANY ROLE TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY ROLE TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY TABLE TO OBLIDBADMIN  

ALTER ANY TABLE TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY TABLE TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY INDEX TO OBLIDBADMIN  

ALTER ANY INDEX TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY INDEX TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY PROCEDURE TO OBLIDBADMIN  

ALTER ANY PROCEDURE TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY PROCEDURE TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY SEQUENCE TO OBLIDBADMIN  

ALTER ANY SEQUENCE TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY SEQUENCE TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY TRIGGER TO OBLIDBADMIN  

ALTER ANY TRIGGER TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY TRIGGER TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY TYPE TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY TYPE TO OBLIDBADMIN  

CREATE ANY VIEW TO OBLIDBADMIN  

DROP ANY VIEW TO OBLIDBADMIN  

USRACE  

USRCSL  

USRDASH  
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CA の命名規則 お客様の命名規則 

テーブルスペース  

USREDR  

USRMTN  

USRPSL  

USRRPT  

USRSLA  

OBLICORE PRIVILEGES  

CONNECT TO OBLICORE  

UNLIMITED TABLESPACE TO OBLICORE  

EXECUTE ON DBMS_LOCK TO OBLICORE  

SELECT ANY DICTIONARY TO OBLICORE  

CREATE PUBLIC SYNONYM TO OBLICORE  

DROP PUBLIC SYNONYM TO OBLICORE  

CREATE ANY SYNONYM TO OBLICORE  

DROP ANY SYNONYM TO OBLICORE  

CREATE TABLE TO OBLICORE  

CREATE VIEW TO OBLICORE  

CREATE SEQUENCE TO OBLICORE   

CREATE SESSION TO USRCSL  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO USRCSL  

CREATE SESSION TO USRDASH  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO USRDASH  

CREATE SESSION TO USREDR  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO USREDR  

CREATE SESSION TO USRMTN  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO USRMTN  

CREATE SESSION TO USRPSL  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO USRPSL  
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CA の命名規則 お客様の命名規則 

テーブルスペース  

CREATE SESSION TO USRRPT  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO USRRPT  

CREATE SESSION TO USRSLA  

ROLE_USR_REG_PRIVS TO USRSLA  

OBLICORE ROLE  

ROLE_USR_REG_PRIVS  

PART_MNG_PKG  Raw データのパーティション化を目的とし

ています。 システムがこの機能を使用しない

場合、実行する必要はありません。 

DB_MNG_FORECAST_PKG 予測計算。 システムがこの機能を使用しない

場合、実行する必要はありません。 この機能

は、T_PSL（現在アクティブでない）でパーティ

ション化を利用するために開発されたもの

であるため、現在は使用されていません。 

DB_MTN_PKG.LOG_PURGE  t_log テーブルの内容の消去に対応します。 

DB_MTN_PKG.COLLECT_STATS  データベース統計収集 

PRC_T_INTER_REGISTRATIONS_FLAT イベントの再利用性を活用して、メトリック

間のすべての（直接的および間接的な）関係

を含むテーブルを構築します。 イベントの再

利用性が活用されている Raw データ レポー

トになります。 
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